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ま 
え 

が 

き 

  

伊
勢
の
古
い
絵
葉
書
や
資
料
を
収
集
し
発
表
さ
れ
て
い
る
「

 

い
に
し
え
の
伊
勢
」

の
山
田
修
司
氏
か
ら
上
の
写
真
が
提
供
さ
れ
た
。
写
真
下
欄
に
は
、
「

 

市
街
中
央

部
展
望  

右
よ
り
神
都
記
念
館
・公
会
堂
・図
書
館 

宇
治
山
田
市
発
行
」と
の
記

載
が
あ
る
。
場
所
は
、
現
在
の
近
鉄 

宇
治
山
田
駅
前
の
伊
勢
市
観
光
文
化
会

館 (

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢)

の
位
置
で
あ
る
。 

  

以
前
よ
り
同
じ
構
図
の
写
真
は
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
建
物
の
存
在
は
知
っ
て
い
た

が
、
随
分
長
く
、
中
央
の
建
物
を
「

 

神
都
図
書
館
」だ
と
誤
解
し
て
い
た
し
、
こ
れ
ら

は
昭
和
５
年
３
～
５
月
に
開
催
さ
れ
た
御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
の
パ
ビ
リ
オ
ン
と

し
て
建
築
さ
れ
た
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
曲
解
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
建
築
経
緯
を
調
査
し
た
結
果
、
自
分
が
知
ら

な
い
事
実
が
発
見
で
き
た
の
で
、
主
に
、
神
都
図
書
館
の
建
物
で
あ
っ
た
「

 

御
師 

橋

村
大
夫
邸
」
の
流
転
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。 

 

 

２
０
２
１
年
８
月  

秋   

田   

耕   

司 

神都記念館 
公会堂 図書館 
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「

 

市
街
中
央
部
展
望
」絵
葉
書 

  

ま
え
が
き
の
写
真
の
場
所
を
現
在
の
ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
地
図
に
昭
和
５
年
作
成
「

 

宇
治
山
田
近
傍
」
地
図
を
重
ね
書
き
し
て
み
る
と
、

神
都
記
念
館
と
公
会
堂
は
現
在
の
観
光
文
化
会
館
の
場
所
と
重
な
り
、
図
書
館
は
現
在
の
明
倫
商
店
街
に
隣
接
し
て
い
た
事
が

分
か
る
。
ま
た
、
対
面
の
空
き
地
は
現
在
の
近
鉄
宇
治
山
田
駅
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
場
所
で
昭
和
５
年
３
～
５
月
「

 

御
遷
宮

奉
祝
神
都
博
覧
会
」が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
建
設
さ
れ
た
建
物
（パ
ビ
リ
オ
ン
）
の
配
置
図
は
後
載
し
て
い
る
通
り
で
、
神
都
記

念
館
は
「

 

御
物
館
と
歴
史
館
」、
神
都
公
会
堂
は
「

 

迎
賓
館
」、
神
都
図
書
館
は
「

 

演
芸
館
」と
し
て
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
ず
は
、
神
都
記
念
館
、
神
都
公
会
堂
、
神
都
図
書
館
の
３
棟
が
建
設
さ
れ
た
経
緯
か
ら
説
明
す
る
と
、
１
９
２

７
昭
和
２
年
１
２
月
に
大
蔵
省
所
管
の
岩
淵
町
の
国
有
地
に
あ
っ
た
旧
刑
務
所
跡
の
敷
地
（現
在
の
観
光
文
化
会
館
の
場
所
） 

５
、

５
２
９
坪
を
、
立
木
と
と
も
に
５
万
５
千
余
円
の
特
売
で
購
入
し
た
。
昭
和
３
年
４
月
８
日
に
「

 

神
都
公
会
堂
」
、
「

 

神
都
図
書

館
」が
竣
工
し
た
（宇
治
山
田
市
史
付
録
Ｐ
．
６
）。
さ
ら
に
、
昭
和
３
年
１
１
月
に
岡
本
町
よ
り
公
会
堂
前
を
経
て
吹
上
町
に
達

す
る
直
道
の
拡
張
並
び
新
設
で
竣
工
し
た
（同
史
付
録
Ｐ
．
８
）
。
大
正
天
皇
崩
御
後
の
諒
闇
の
あ
け
る
昭
和
３
年
秋
に
昭
和
天

皇
即
位
式
が
京
都
で
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
引
き
続
い
て
即
位
式
を
終
え
た
新
天
皇
が
神
宮
を
親
謁
さ
れ
た
。
当
時
即
位

に
伴
う

一
連
の
儀
式
を
「

 

御
大
礼
」と
も
「

 

御
大
典
」と
も
称
し
た
。
昭
和
４
年
は
第
５
８
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
年
に
あ
た
る
の

で
、
福
地
（市
長
）
市
政
下
の
宇
治
山
田
市
は
２
年
連
続
し
て
皇
室
お
よ
び
神
宮
関
連
行
事
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
資
料

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 3

 
神都記念館 

御物館・歴史館 

神都公会堂 

迎賓館 

神都図書館 

演芸館 

遷宮館 

明倫商店街 

箕曲中松原神社 

 4

（上
）
神
都
博
覧
会
場
施
設
図 

（下
）
中
央 

神
都
公
会
堂 

左
隣 

神
都
図
書
館 

（御
物
館
が
な
い
＝
後
か
ら
建
設
） 
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昭
和
５
年
３
月
御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
開
催 

  

同
博
覧
会
の
会
場
に
つ
い
て
、
旧
（度
会
）
郡
役
所
跡
地
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
神
都
公
会
堂
敷
地
を
会
場
地
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
旧
郡
役
所
跡
地
の
市
への
払
下
げ
は
か
ね
て
よ
り
進
行
し
て
い
た
が
、
参
宮
急
行
株
式
会
社
（現
、
近
鉄
）に
売
却
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
宇
治
山
田
駅
用
地
が
未
整
備
で
あ
っ
た
の
で
、
福
地
市
長
が
参
宮
急
行
と
交
渉
し
、
無
償
借
入
れ
に
成

功
し
た
と
い
う
。 

 
 

会
場
の
展
示
館
と
し
て
、
神
都
公
会
堂
の
北
隣
り
に
建
設
さ
れ
た
「

 

大
礼
（神
都
）
記
念
館
」を
「

 

御
物
館
」と
「

 

歴
史
館
」、

公
会
堂
を
「

 

迎
賓
館
」、
図
書
館
を
「

 

演
芸
館
」と
し
た
。
そ
れ
ら
の
前
面
の
旧
郡
役
所
跡
地
（現
宇
治
山
田
駅
用
地
）に
は
、

「

 

国
産
館
」を
主
要
会
場
と
し
、
他
に
「

 
台
湾
館
」、
「

 

北
海
道
館
」、
「

 

朝
鮮
館
」、
「

 

樺
太
館
」、
「

 

満
蒙
参
考
館
」が
開
設

さ
れ
、
会
場
内
に
は
飛
行
塔
、
噴
水
塔
、
正
門
広
告
塔
（白
鹿
）、
大
阪
毎
日
館
、
大
阪
朝
日
館
、
三
重
県
タ
オ
ル
館
な
ど
も
設

け
ら
れ
、
寄
付
金
募
集
と
遷
宮
記
念
館
、
名
物
館
、
名
勝
館
、
演
芸
館
（余
興
館
）
の
開
設
を
そ
の
事
業
と
し
た
。 

  

こ
の
経
緯
か
ら
、
ま
え
が
き
の
写
真
は
昭
和
５
年
３
月
御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
後
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で

き
る
。
博
覧
会
配
置
図
の
下
の
「

 

神
都
公
会
堂
と
神
都
図
書
館
」
の
写
真
に
は
、
そ
れ
ら
に
隣
接
し
た
建
物
が
な
い
の
で
、
「

 

御

物
館
」と
「

 

歴
史
館
」は
公
会
堂
と
図
書
館
の
後
に
建
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

  

博
覧
会
終
了
後
、
そ
の
跡
地
に
宇
治
山
田
駅
が
昭
和
６
年
、
新
築
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

博
覧
会
会
場
施
設
は
次
頁
の
如
く
で
あ
る
。 
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 7

神
都
図
書
館 

  

「

 

神
都
公
会
堂
」と
「

 

神
都
記
念
館
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
ま
ず
は
神
都
図
書
館
と
な
っ
た
建
物
が
常
盤
町
に
あ
っ
た

山
田
葉
煙
草
専
売
所
の
建
物
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

   

名
古
屋
地
方
専
売
局
宇
治
山
田
出
張
所
の
推
移
（宇
治
山
田
市
史 

Ｐ
．
３
６
７
よ
り
）
に
よ
る
と
、
明
治
２
９
年
３
月
、
明
治

政
府
に
よ
り
葉
煙
草
専
売
法
が
公
布
さ
ら
れ
、
明
治
３
１
年
１
月
、
代
々
、
常
磐
町
字
河
崎
世
古
に
居
を
構
え
て
い
た
旧
御
師

橋
村
宰
記
（橋
村
肥
前
大
夫
）
の
土
地
と
建
坪
１
３
８
坪
の
建
物
を
買
収
し
て
「

 

山
田
葉
煙
草
専
売
所
」を
開
庁
し
、
伊
勢
国
の

大
部
分
と
伊
賀
・志
摩
両
国
に
お
け
る
葉
煙
草
の
検
査
・収
納
・売
渡
等
を
管
掌
す
る
事
と
な
っ
た
。
買
収
し
た
建
坪
１
３
８
坪

の
建
物
は
事
務
に
不
便
で
あ
っ
た
た
め
改
築
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
建
物
は
伊
勢
度
会
人
物
誌
Ｐ
．
２
１
４ 

六
○
二
、
橋
村
寿

昌
院
に
よ
る
と
、
橋
村
正
景
の
妻
、
寿
昌
院
が
１
６
４
４
寛
永
２
０
年
に
新
宅
を
竣
工
さ
せ
、
寛
文
、
宝
永
及
び
明
和
の
大
火
に

も
焼
け
ず
、
そ
の
一
部
は
寛
永
年
間
の
建
物
が
残
り
、
当
時
（明
治
３
１
年
頃
）で
は
御
師
邸
と
し
て
最
古
の
木
造
建
築
で
あ
っ
た
、

と
あ
る
。 

  

そ
れ
か
ら
３
０
年
後
の
昭
和
３
年
１
月
、
名
古
屋
地
方
専
売
局
宇
治
山
田
出
張
所
の
社
屋
が
新
築
さ
れ
竣
工
（宇
治
山
田
市

史 

付
録
Ｐ
．
２
）
さ
れ
る
に
伴
い
、
元
の
社
屋
（改
築
さ
れ
た
橋
村
邸
）は
そ
の
建
築
材
料
も
良
か
っ
た
た
め
、
宇
治
山
田
市
が
買

収
し
て
（神
都
）
図
書
館
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
橋
村
邸
が
流
転
す
る
初
め
と
な
っ
た
。 

 8

御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
誌
に
よ
る
と
、
神
都
図
書
館
は
そ
の
開
催
中
、
「

 

演
芸
館
」と
し
て
利
用
さ
れ
、
山
田
検
番
芸
妓
の

総
出
演
で
開
館
当
日
よ
り
５
月
７
日
ま
で
華
々
し
く
開
演
し
、
大
好
評
を
博
し
た
。 
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橋
村
宰
記
は
誰
？ 

  

そ
れ
で
は
、
明
治
３
１
年
に
専
売
局
に
屋
敷
を
売
却
し
た
と
い
う
旧
御
師
「

 

橋
村
宰
記
」と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
？ 

   

明
治
３
１
年
に

一
番
近
い
資
料
と
し
て
は
、
明
治
４
年
に
廃
止
さ
れ
た
御
師
の
収
支
調
書
と
し
て
明
治
１
２
年
に
作
成
さ
れ
た

「

 

外
宮
御
師
取
調
帳
（総
称
）
」
（以
下
、
取
調
帳
）が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
ら
は
伝
統
あ
る
「

 

伊
勢
御
師
」
の
最
後
の
姿
を
表
し
て

い
る
。
こ
の
中
の
橋
村
姓
を
列
挙
し
、
位
階
順
に
並
べ
る
と
次
頁
表
の
よ
う
に
な
る
。 

  

橋
村
家
は
由
緒
あ
る
度
会
系
譜
の
異
姓
家
（地
下
権
任
家
）と
し
て
代
々
、
外
宮
の
権
禰
宜
を
務
め
る
重
要
な
家
系
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
江
戸
初
期
か
ら
時
代
が
下
っ
て
橋
村
家
は
多
く
の
分
家
に
別
れ
、
そ
の
殆
ど
が
外
宮
で
権
禰
宜
を
務
め

る
要
職
に
あ
っ
て
一
族
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た
が
、
そ
の
多
く
が
河
崎
世
古
（常
盤
町
）
周
辺
に
住
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  

こ
の
表
か
ら
、
肥
前
大
夫
を
名
乗
っ
て
い
る
の
が
「

 

正
克
」で
あ
る
の
で
、
彼
が
専
売
局
に
自
邸
を
譲
り
渡
し
た
と
言
わ
れ
る

「橋
村
宰
記
」だ
と
思
わ
れ
る
が
？ 

  

橋
村

一
族
の
系
図
に
つ
い
て
は
、
神
宮
司
庁 

音
羽
氏
か
ら
「

 

考
訂
度
会
系
譜
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は
系
譜
を
紐
解
い
て
み
る
。 
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考
訂 

度
会
系
図 

拾
弐 

四
門 

橋
村
氏 

   

橋
村
氏
は
度
会
四
門
、
１
３
家
系
も
あ
る
。
直
系
の
み
を
記
載
す
る
。
合
わ
せ
て
「

 

伊
勢
度
会
人
物
誌
」で
記
載
さ
れ
て
い
る

（宇
治
山
田
市
史
第
１
２
人
物
編
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
）
橋
村
姓
の
系
譜
を
追
記
す
る
。
大
半
が
外
宮
権
禰
宜
を
務
め
、
正
四
位

上
～
従
五
位
下
に
な
っ
て
い
る
。 

  

橋
村
肥
前
大
夫
に
つ
い
て
、
平
成
２
４
年
版
伊
勢
市
史
中
世
編
を
調
べ
て
み
る
と
、 

  

Ｐ
．
４
１
７ 

山
田
三
方
系
伊
勢
御
師
の
変
遷
（寛
永
年
間
ま
で
）に
よ
る
と
、
「

 

山
田
三
方
系
伊
勢
御
師
」
同
姓
者
初
見
年

「

 

橋
村
八
郎
大
夫
」１
４
７
９
文
明
１
１
年
と
あ
る
こ
と
か
ら
室
町
時
代
以
前
か
ら
橋
村
家
は
御
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。 

  

Ｐ
．
６
７
６
「

 

上
部
氏
に
つ
い
て
」
の
項
に
は
、
自
治
組
織
と
し
て
著
名
な
山
田
三
方
は
、
三
方
年
寄
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
っ

て
、
自
治
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
（第
三
章
第
三
節
参
照
）
。
三
方
年
寄
の
内
訳
を
み
る
と
、
度
会
氏
の
出
身
者
と
地
下
人
の

出
身
者
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
う
ち
度
会
氏
の
出
身
者
は
、
上
部
・橋
村
・春
木
・福
嶋
・福
井
の
五
氏
で
あ
っ
た
。
度
会
氏

の
一
族
は
大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
派
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
二
門
氏
人
・四
門
氏
人
と
称
し
て
い
た
が
、
三
方
年
寄
の
五
氏
は
、
春

木
・福
井
・福
嶋
が
二
門
氏
人
で
、
上
部
・橋
村
が
四
門
氏
人
で
あ
っ
た
の
で
、
橋
村
家
は
度
会
氏
の
異
姓
家
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。 
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橋
村
家
系
統
図 
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○
系
譜 

●
別
称
、
号
、
別
名 

△
生
没
年 

▲
生
地
、
住
所
、
墓
地 

□
略
歴 

内
没
年 

 

①
橋
村
主
膳
家
系
（本
家
） 

①
国
正
∇
②
清
行
∇
③
正
吉
∇
④
正
世
∇
⑤
正
家
∇
⑥
正
高
∇
⑦
正
治
∇
⑧
正
康
∇
⑨
正
房
∇
⑩
正
修
∇
⑪
正
親

∇
⑫
恵
正
∇
⑬
正
恩
∇
⑭
正
主
∇
⑮
正
始
∇
⑯
正
代
∇
⑰
正
立
∇
（長
男
）⑱
正
克
（宰
記
家
系
主
水
正
並
養
子 

４
４

歳
没
）
＝
（次
弟
）⑲
正
順 

⑫
恵
正
シ
ゲ
マ
サ
（正
冬
？
）
●
熊
之
助
、
正
冬
、
主
膳
、
将
曹
、
主
税
△
寛
文
２
～
１
７
２
１
享
保
６
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
浦
口
天
神
丘 

⑯
正
代
○
●
主
膳
△
～
１
７
９
０
寛
政
２
▲
、
上
中
之
郷
、
浦
口
旦
過
□
外
宮
権
禰
宜
、
宣
長
門
人
、
国
学 

⑰
正
立
○
正
代
養
嗣
、
末
凞
次
男
●
八
郎
大
夫
△
～
１
８
８
９
明
治
２
２
▲
、
常
盤
、
浦
口
天
神
丘
＝
屏
風
山 

⑲
正
順
○
正
立
男
●
岩
渕
二
頭
大
夫
・鈴
木
嘉
大
夫
・橋
村
大
夫
・橋
村
右
近
大
夫
・橋
村
八
郎
大
夫
（詳
細
不
明
） 

 

②
（主
膳
家
流
）
橋
村
宰
記
家
系 

①
正
滋
（＝
②
正
兼
）
∇
③
正
景
（妻
寿
昌
院
が
宰
記
邸
を
建
設
）
∇
④
正
利
∇
⑤
正
甫
∇
⑥
正
長
∇
⑦
峯
正
∇
⑧
正
因
∇

⑨
正
河
∇
⑩
正
並
∇
⑪
正
克 

①
正
滋
○
正
康
三
男
、
宰
記
家
の
祖
●
才
右
衛
門
１
６
０
６
慶
長
１
１
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
屏
風
山
□
外
宮
権
禰
宜
従
五
位 

②
正
兼
○
正
康
男
●
右
近
、
彦
右
衛
門
△
永
禄
４
～
１
６
１
８
元
和
４
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
屏
風
山 
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③
正
景
○
正
滋
養
嗣
上
部
左
近
男
●
宰
記
、
肥
前
大
夫
□
妻
寿
昌
院
△
～
１
６
６
２
寛
文
２
□
寿
昌
院 

上
中
之
郷
橋
村
世
古
に
閑
居
し
て
い
た
が
、 

寛
永
１
９
年
同
町
河
崎
世
古
の
５
０
間
四
方
の
敷
地
に
新
宅
（後
の
神
都
図
書
館
）を
建
設
し
た
。 

⑤
正
甫
ス
ケ
○
正
利
の
養
嗣
主
膳
正
修
四
男
●
松
千
代
、
右
兵
衛
、
主
水
、
萬
右
衛
門
、
内
記
△
寛
永
７
～
１
６
９
２
元
禄
５
▲
上
中
之
郷
、
浦
之
橋
、 

⑥
正
長
○
正
甫
三
男
●
正
矩
、
主
水
、
図
書
△
寛
文
元
～
１
７
１
２
正
德
２
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
□
外
宮
権
禰
宜
、
従
四
位
上 

蹴
鞠 

⑧
正
因
○
峯
正
養
嗣
、
上
部
貞
因
八
男
●
六
太
郎
、
頼
母
△
正
德
６
～
１
７
４
０
元
文
５
▲
岡
本
、
上
中
之
郷
浦
之
橋
、
屏
風
山 

⑨
正
河
○
正
因
養
嗣
、
中
山
正
武
四
男
●
乙
鶴
・文
字
之
助
・宰
記
・萬
右
衛
門
・主
水
・権
之
新
△
寛
保
元
～
１
８
１
２
文
化
９ 

⑩
正
並
○
正
河
養
嗣
、
中
山
正
樹
次
男
●
正
真
・兵
庫
・主
水
・宰
記
・喜
聞
多
△
天
明
３
～
１
８
５
２
嘉
永
５
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
屏
風
山 

⑪
正
克
○
正
立
男
●
寿
丸
・宰
記
、
礼
郷
、
春
圃
△
１
８
３
１
天
保
２
～
１
８
７
５
明
治
８
享
年
４
４
歳
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
屏
風
山 

 

③
（宰
記
家
流
）
橋
村
主
計
家
系 

①
正
相
∇
②
正
章
∇
③
正
身
∇
④
正
令
∇
⑤
正
璟
（安
政
４
年
大
蔵
家
系
橋
村
正
衛
継
嗣
）
∇
∇
⑥
（正
貫
） 

③
正
身
ノ
ブ
○
正
章
男
●
彌
太
郎
・靱
負
・主
計
・左
兵
衛
、
整
郷
、
沼
樹
園
△
正
德
４
～
１
７
７
１
明
和
８
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
屏
風
山 

④
正
令
○
正
身
長
男
宇
治
久
老
兄
●
痴
亭
・彌
太
郎
・左
兵
衛
・監
物
・主
計
・今
祐
太
郎
、
行
美
△
寛
保
３
～
１
８
０
０
寛
政
１
２
▲
同
右 

⑥
正
貫
○
正
令
養
嗣
、
中
山
正
貞
男
、
●
△
天
保
１
１
～
１
９
０
８
明
治
４
１
▲
、
、
屏
風
山 
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④
（主
膳
家
流
）
橋
村
弾
正
家
系 

①
正
慶
∇
②
正
勝
∇
③
正
箇
∇
④
正
能
∇
⑤
正
益
∇
⑥
正
純
∇
⑦
正
衡
∇
⑧
正
兌
∇
⑨
淳
風 

⑦
正
衡
○
正
純
養
嗣
、
檜
垣
貞
剛
男
●
貞
義
・源
之
丞
・隼
人
△
宝
暦
５
～
１
７
９
３
寛
政
５
▲
西
川
原
、
上
中
之
郷
、
屏
風
山
□
外
宮
権
禰
宜
、
和
歌 

⑧
正
兌
ト
キ
（正
淳
）
○
正
衡
養
嗣
檜
垣
常
有
男
●
亀
丸
・正
風
・正
淳
・隼
人
・弾
正
、
鶉
居
△
天
明
５
～
１
８
３
７
天
保
８
▲
西
河
原
上
中
郷
屏
風
山 

⑨
淳
キ
ヨ
風
○
正
兌
男
●
天
五
郎
・弾
正
、
百
船
舎
・こ
と
そ
ぎ
の
舎
△
天
保
５
～
１
９
０
１
明
治
３
４
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
屏
風
山 

 

⑤
（主
膳
家
流
）
橋
村
帯
刀
家
系 

正
頼
∇
正
軒
∇
正
良
∇
正
朝
∇
正
城
∇
正
直
∇
正
房
∇
正
文
∇
正
考
∇
正
澄
（嘉
永
２
年
没
）
∇
（正
敬 

ミ
ち
よ
） 

 

⑥
（帯
刀
家
流
）
橋
村
大
蔵
家
系
（筋
向
橋
氏
） 

①
正
峯
∇
②
正
方
∇
③
正
彬
∇
④
正
等
∇
⑤
正
甫
∇
⑥
正
基
∇
⑦
正
衛
∇
⑧
正
璟 

⑤
正
甫
ナ
ミ
○
正
等
養
嗣
、
村
山
末
文
六
男
●
末
矩
・正
矩
・門
太
郎
・主
馬
・新
蔵
・木
工
・大
蔵
△
宝
暦
１
２
～
１
７
９
７
寛
政
９
▲
八
日
市
場
、
浦
口 

二
俣
天
神
丘
□
権
禰
宜
、
従
四
位
、
和
歌 

⑦
正
衛
○
●
大
蔵
、
仁
郷
・桃
園
・二
水
△
文
政
１
０
～
安
政
３
▲
、
上
中
之
郷
、
浦
口
切
通
□
権
禰
宜
、
松
田
適
翁
門
人
、
詩
書 

⑧
正
璟
ケ
イ
○
正
衛
養
嗣
、
中
山
正
廣
次
男
●
景
玉
、
石
瓢
子
、
橘
陰
△
弘
化
２
～
大
正
８
▲

一
志
郡
松
崎
村
、
一
志
久
保
、
浦
口
天
神
丘 
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⑦
（主
膳
家
流
）
橋
村
織
部
家
系 

①
正
方
∇
②
正
城
∇
③
正
堯
∇
④
正
珍
∇
⑤
正
晨
∇
⑥
賢
正
∇
⑦
正
友
∇
⑧
正
勝
∇
⑨
正
名
∇
⑩
正
速 

∇
⑪
寧
国
（異
姓
谷
氏
継
嗣
） 

④
正
珍
ツ
ラ
○
正
堯
男
●
織
部
、
勘
左
衛
門
△
慶
長
１
２
～
１
６
５
７
明
暦
３
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、 

 

⑧
（織
部
家
流
）
橋
村
久
大
夫
家
系 

①
正
秀
∇
②
正
由
∇
③
正
乗
∇
④
正
宅
∇
⑤
正
次
∇
⑥
正
明
∇
⑦
正
言
∇
⑧
正
壽
∇
⑧
正
兄
∇
⑩
正
邦 

∇
⑪
正
位
∇
⑫
（正
恒
） 

⑧
正
兄
○
正
言
男
●
新
之
丞
左
近
久
大
夫
親
正
大
貳
△
宝
暦
９
～
１
８
１
７
文
化
１
４
▲
上
中
之
郷
大
間
廣
浦
口
切
通
□
外
宮
権
禰
宜
正
四
位
下 

 

⑨
（織
部
家
流
）
橋
村
團
右
衛
門
家
系 

正
繁
∇
正
命
∇
正
影
∇
正
路
∇
正
尚
（荒
木
田
姓
高
田
氏
養
子
） 

 

⑩
（主
膳
家
流
）
橋
村
内
蔵
家
系 

①
定
廣
∇
②
正
晨
∇
③
正
誠
∇
④
正
依
∇
⑤
正
竹
∇
⑥
正
弘
∇
⑦
正
紀
∇
⑧
正
矩
∇
⑨
正
郷
（荒
木
田
姓
坂
因
幡
氏
継
嗣
） 

①
定
廣
○
清
正
三
男
、
権
大
夫
家
の
祖
●
内
蔵
允
、
似
庵
、
竹
田
宗
柏
△
～
１
５
５
２
天
文
２
０
▲
上
中
之
郷
、
同
上
、
□
医
師 
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⑤
正
竹
○
吉
沢
末
規
五
男
●
末
住
、
内
蔵
助
、
伊
右
衛
門
△
寛
永
１
６
～
正
德
４
▲
八
日
市
場 

⑥
正
弘
○
正
竹
男
●
内
蔵
、
権
大
夫
△
延
宝
～
元
文
３
▲
、
常
磐
、 

 

⑪
（内
蔵
家
流
）
橋
村
吉
大
夫
家
系 

正
良
∇
正
信
∇
正
武
∇
正
房
∇
正
在
∇
正
上
∇
正
柯
∇
正
道
∇
正
尋
＝
正
恒 

 

⑫
（吉
大
夫
家
流
）
橋
村
三
郎
左
衛
門
家
系 

正
信
∇
重
縁
∇
正
章
（寛
政
７
年
没
） 

 

⑬
（主
膳
家
流
）
橋
村
右
近
家
系 

正
兼
∇
正
満
∇
正
仲
∇
示
正
∇
正
通
（文
化
８
年
没
） 

 

 

（家
系
不
明
） 

親
正
（柳
塘
）
○
出
口
常
栄
男
、
正
路
家
再
興
●
延
利
・親
正
、
廣
郷
△
嘉
永
３
～
１
８
９
８
明
治
３
１
▲
吹
上
、
同
上
、
一
誉
坊 

   

こ
れ
ら
家
系
図
か
ら
、
「

 

橋
村
宰
記
は
誰
？
」
の
結
論
が
導
き
で
き
る
。 
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本
家
で
あ
る
①
主
膳
家
の
惣
領
「正
克
」は
、
橋
村
邸
を
建
設
し
た
正
景
の
妻
、
寿
昌
院
の
家
系
で
あ
る
分
家
「

 
宰
記
」
肥
前

大
夫
家
に
養
嗣
に
入
っ
て
継
承
し
た
（ど
う
し
て
惣
領
が
養
嗣
に
な
る
の
か
？
疑
問
が
残
る
が
？
）
。
一
方
、
本
家
主
膳
家
橋
村

八
郎
大
夫
家
は
次
弟
「

 

正
順
」が
継
承
し
た
。
し
か
し
、
「

 

正
克
」は
明
治
８
年
４
４
歳
で
早
世
し
た
た
め
、
取
調
帳
提
出
の
頃

（明
治
１
２
年
）
に
は
宰
記
家
は
絶
家
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
家
主
膳
家
の
「

 

正
順
」が
そ
れ
を
引
き
請
け
た
、
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
宰
記
邸
を
明
治
３
１
年
に
専
売
局
に
売
却
し
た
「

 

橋
村
宰
記
」は
「

 

正
順
」で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。 

  
 

そ
の
他
、
橋
村
家
関
連
の
記
事
を
拾
っ
て
み
る
。 

  

平
成
２
４
年
版
伊
勢
市
史
近
世
編
Ｐ
．
１
３
７
に
は
、
浦
口
町
の
来
田
新
左
衛
門
家
、
上
中
之
郷
町
の
橋
村
宰
記
家
、
八
日
市
場

町
の
福
嶋
御
塩
焼
家
の
三
家
に
つ
い
て
「参
宮
人
帳
」
（参
宮
客
の
宿
泊
名
簿
）
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
橋
村
宰
記
家

は
１
５
８
２
天
正
１
０
年
か
ら
１
６
２
３
元
和
９
年
ま
で
の
４
１
年
間
で
、
九
州
地
方
か
ら
７
、
８
８
９
人
（肥
前
国
７
、
０
９
２
人
・筑
後
国

７
９
７
人
）
の
檀
家
が
同
家
に
宿
泊
し
て
い
る
（久
田
松
和
則
「伊
勢
御
師
と
旦
那
」）。
同
家
の
御
祓
銘
が
橋
村
肥
前
大
夫
で
あ
る
こ
と

が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
同
家
は
肥
前
国
を
メ
イ
ン
に
師
檀
関
係
を
形
成
し
て
い
た
（鈴
木
敦
子
「戦
国
期
の
流
通
と
地
域
社
会
」）。 

  

さ
ら
に
Ｐ
．
１
２
９
表
７ 

１
７
７
７
安
永
６
年
時
点
の
５
万
軒
以
上
の
檀
家
を
有
す
る
山
田
御
師

一
覧
の
中
に
は
、 

（師
職
名
）
橋
村
主
水
（宰
記
家
「

 

正
長
」
か
？
）
（家
格
）
年
寄
（祓
名
）
橋
村
肥
前
大
夫
（住
所
）
上
中
之
郷 

（師
職
名
）
橋
村
内
膳
（主
膳
家
だ
ろ
う
）
（家
格
）
三
方
（祓
名
）
橋
村
八
郎
大
夫
・小
田
大
夫
・橋
村
大
夫
（住
所
）
上
中
之
郷 
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が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
橋
村
家
は
上
中
之
郷
に
広
く
本
家
と
多
く
の
分
家
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
位
置
を
知
る
手
掛
か
り
は
見
つ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。 

古
地
図
か
ら 

橋
村
本
家
と
思
わ
れ
る
場
所
を
古
地
図
か
ら
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
記
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

○
１
６
４
３
寛
永
２
０
年 
山
田
惣
絵
図 

伊
勢
の
地
図
で
は
最
古
と
知
ら
れ
て
い
る
同
絵
図
に
は
橋
村
２
家
が
記
載
さ
れ
て
い
る 

「

 

橋
村
善
左
ヱ
門
」上
中
之
郷
町
（常
盤
町
）
・・・・現
、
梅
香
寺
奥 

法
住
院
と
等
観
寺
の
間
辺
り
か
？ 

  

「

 

善
左
ヱ
門
」
の
「

 

善
」は
主
家
「

 

主
膳
」
の
「

 

膳
」に
通
じ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
本
家
で
は
な
い
か
？ 

「

 

橋
村
才
右
衛
門
」上
中
之
郷
町
（常
盤
町
）
・・・・川
崎
（河
崎
と
も
）
世
古 

旧
専
売
公
社
の
場
所 

  

「

 

才
右
衛
門
」は
家
系
図
か
ら
、
宰
記
家
の
祖
と
言
わ
れ
る
正
康
三
男
「

 

正
滋
」で
あ
る
の
で
、
江
戸
初
期
に
は
既
に
、
旧

専
売
局
の
地
に
居
を
構
え
て
い
た
。
従
っ
て
、
専
売
局
に
譲
渡
し
た
土
地
建
物
は
分
家
宰
記
家
邸
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
宰
記
家
は
山
田
町
年
寄
を
勤
め
、
外
宮
権
禰
宜
兼
職
と
解
説
が
あ
る
。 

○
１
７
９
７
寛
政
９
年 

伊
セ
路
見
取
絵
図 

第
２
巻
下 

小
畑
・山
田
・宇
治 

河
崎
世
古
の
堤
世
古
寄
り
（西
側
）に
「

 

橋
村
織
部
」、
そ
の
東
側
旧
専
売
局
の
場
所
に
「

 

橋
村
久
大
夫
」
の
記
載
が
あ
る
。 

「

 

久
大
夫
」は
橋
村
織
部
大
夫
こ
と
橋
村
久
大
夫
の
こ
と
と
思
わ
れ
る 

○
１
８
３
４
天
保
５
年
山
田
町
方
之
図 
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堤
世
古
そ
ば
に
「

 

橋
村
久
右
衛
門
」
の
記
載
が
あ
り
。
こ
の
「

 

久
右
衛
門
」も
織
部
家
系
で
は
な
い
か
？ 

○
１
９
０
０
明
治
３
３
年 

神
都
実
測
図 

橋
村
邸
の
場
所
に
「

 

葉
煙
草
専
売
所
」
の
記
載
あ
り
。
宰
記
邸
が
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

○
２
０
０
５
平
成
１
７
年 

伊
勢
市
市
街
図 

橋
村
邸
の
場
所
に
「

 

日
本
タ
バ
コ
産
業
」
の
記
載
あ
り
。
専
売
局
が
改
称
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

  

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
河
崎
世
古
に
あ
っ
た
そ
の
場
所
は
古
く
か
ら
分
家
「

 

宰
記
家
」邸
で
あ
り
、
そ
れ
が
の
ち
の
専
売
局
に
な

っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
１
７
９
７
寛
政
９
年
伊
セ
路
見
取
絵
図
に
は
、
河
崎
世
古
の
堤
世
古
寄
り
（西
側
）
に
「橋
村
織
部
」、

そ
の
東
側
に
「

 

橋
村
久
大
夫
」
の
記
載
が
あ
り
、
ま
た
１
８
３
４
天
保
５
年
山
田
町
方
之
図
で
は
同
じ
場
所
に
は
「

 

久
右
衛
門
」

と
記
載
が
あ
る
。
「

 

久
大
夫
」は
橋
村
織
部
大
夫
こ
と
橋
村
久
大
夫
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
時
代
に
よ
っ
て
宰
記
家
に
代
わ

っ
て
織
部
家
邸
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
本
家
「

 

主
膳
家
」
邸
の
場
所
は
１
６
４
３
寛
永
２
０
年 

山
田
惣
絵
図
の
梅
香
寺

奥
「

 

橋
村
善
左
ヱ
門
」に
あ
っ
た
か
？
そ
の
住
所
は
常
磐
町
５
０
番
地
で
あ
っ
た
か
？
番
地
表
示
は
明
治
１
９
年
に
番
屋
敷
表
記

か
ら
よ
う
や
く
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
前
の
明
治
１
２
年
作
成
の
「

 

外
宮
御
師
取
調
帳
」に
記
載
さ
れ
た
番
地
は
番
屋
敷

で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
（法
務
局
で
調
べ
る
こ
と
は
で
き
る
ら
し
い
が
？
） 

  

こ
れ
ま
で
、
旧
専
売
公
社
の
あ
っ
た
場
所
に
は
橋
村
大
夫
邸
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
の
み
が
橋
村
大
夫
邸

で
あ
り
、
本
家
邸
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
て
い
た
が
、
実
際
は
、
橋
村
家
は
多
岐
に
分
流
し
各
所
に
あ
り
、
旧
専
売
公
社
跡

は
分
家
の
宰
記
家
邸
だ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
認
識
で
き
た
。 
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位
階
に
つ
い
て 

   

取
調
帳
に
は
家
格
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
明
確
で
は
な
い
が
、
前
述
、
１
７
７
７
安
永
６
年
時
点
の
５
万
軒
以
上
の
檀
家
を

有
す
る
山
田
御
師

一
覧
に
は
、
次
の
記
載
が
あ
る
。 

（師
職
名
）
橋
村
主
水
（分
家
宰
記
家
「

 

正
長
」
？
）
（家
格
）
年
寄
（祓
名
）
橋
村
肥
前
大
夫
（住
所
）
上
中
之
郷 

（師
職
名
）
橋
村
内
膳
（本
家
主
膳
家
？
）
（家
格
）
三
方
（祓
名
）
橋
村
八
郎
大
夫
・小
田
大
夫
・橋
村
大
夫
（住
所
）
上
中
之
郷 

  

従
っ
て
、
本
家
主
膳
家
は
三
方
家
で
、
宰
記
家
は
（町
）
年
寄
家
で
あ
っ
た
の
で
、
位
階
に
関
し
て
本
家
は
誰
よ
り
も
高
い
の
で
は

な
い
か
？
と
考
え
る
け
れ
ど
、
取
調
帳
で
は
、 

本
家
主
膳
家 

橋
村
八
郎
大
夫
こ
と
「

 
正
順
」は
正
四
位
、 

分
家
主
膳
家
流
宰
記
家 

肥
前
大
夫
こ
と
「

 
正
克
」も
正
四
位
、 

分
家
主
膳
家
流
弾
正
家 

橋
村
市
大
夫
こ
と
「

 
淳
風
」も
正
四
位
、 

分
々
家
帯
刀
家
流
大
蔵
家 

筋
向
橋
大
夫
改
め
橋
村
大
蔵
大
夫
こ
と
「

 

正
璟
」は
最
も
高
い
正
二
位
、 

「

 

正
璟
」が
最
も
高
い
正
二
位
な
の
は
な
ぜ
か
？
理
由
は
分
か
ら
な
い
。 

そ
れ
以
外
の
「

 

正
尋
」従
四
位
、
「

 

正
貫
」
正
五
位
、
「

 

正
恒
」
正
五
位
下
、
「

 

ミ
ち
よ
」従
五
位
、
「

 

親
正
」従
五
位
、
で
あ
る
。 
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余
談
に
は
な
る
け
れ
ど
、
橋
村
正
環
は
号
を
「橘
陰
き
つ
い
ん

」と
し
て
、
伊
勢
で
は
篆
刻
の
田
器
派
の
一
員
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

  

そ
の
略
歴
は
「

 

伊
勢
度
会
人
物
誌
」に
よ
る
と
、
資
性
剛
直
不
覊
き

、
夙
に
松
田
雪
柯
の
門
に
入
っ
て
漢
籍
を
学
び
、
外
宮
祠

官
と
し
て
家
職
を
襲
い
で
居
た
が
、
明
治
１
７
年
職
を
辞
し
て
東
京
に
出
で
諸
名
士
に
交
わ
り
、
ま
た
行
餘
学
舎
を
興
し
て
子
弟

を
教
授
し
た
。
後
再
び
郷
里
に
帰
り
て
神
宮
権
禰
宜
に
任
じ
従
六
位
に
叙
せ
ら
れ
、
神
宮
皇
學
館
教
授
を
兼
ね
た
。 

字
名
を
景
玉
、
別
号
は
石
瓢
子
。
１
８
４
５
弘
化
２
年

一
志
郡
松
崎
村
で
中
山
正
廣
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
橋
村
正
衛
の
養
嗣

と
し
て
一
志
久
保
に
居
住
し
て
、
１
９
１
９
大
正
２
年
に
没
し
た
。
享
年
７
４
歳
。
拙
家
に
書
軸
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

蘭
亭
之
記 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

  

大
正
丙
辰
（大
正
五
年
）
七
月
十
三
日
七
十
二
叟
橘
陰
正
環
臨 
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般
若
心
経 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

臨
書
百
枚
之

一
時
丙
辰
（大
正
五
年
）夏
七
月
十
三
日
七
十
二
翁
橘
陰
正
璟 

 

神
都
図
書
館
に
再
利
用
さ
れ
た
建
物 

  

図
書
館
の
大
き
さ
を
推
定
し
て
み
る
と
、
縦
２
４
ｍ
、
横
１
９
ｍ
程
度
の
独
立
し
た

一
個
の
建
物
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
建
坪
は
１
３
８
坪
と
な
り
、
明
治
３
１
年
１
月
に
専
売
局
が
買
収
し
た
橋
村
大
夫
の
屋
敷
「

 

１
３
８
坪
」と
い
う
記
述
と

一
致
す
る
。
次
図
は
現
在
の
地
図
に
昭
和
５
年
作
成
の
「

 

宇
治
山
田
近
傍
」
の
宰
記
家
邸
を
重
ね
書
き
し
て
み
る
。
昭
和
５
年

発
行
で
り
、
解
体
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
昭
和
３
年
頃
と
時
間
的
な
差
は
あ
る
が
、
地
図
の
発
行
と
作
図
に
は
時
間
的
な
差
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
移
築
前
の
建
屋
が
描
か
れ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。 
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そ
こ
に
は
建
物
も
描
か
れ
て
い
る
。
縦
２
４
ｍ
、
横
１
９
ｍ
程
度
の
独
立
し
た
建
物
を
当
て
は
め
て
み
る
と
丸
印
が
神
都
図
書
館
と

な
っ
た
建
物
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
？ 

 

専売局出張所 

表門 

筋向橋

浦

の

橋

通

り 

堤世古 

現

県

道

３ 

７

号

線 

出張所の建物 
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橋
村
大
夫
邸
の
平
面
図 

   

一
方
、
橋
村
大
夫
邸
は
、
「

 

橋
村
孟
郎
氏
蔵 

嘉
永
５
子
午
」
の
平
面
図
（次
頁
）が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
橋
村
家
は
多

く
の
本
家
・分
家
が
常
盤
町
周
辺
に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
平
面
図
の
橋
村
邸
が
専
売
局
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
同

一

だ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。 

  

同

一
だ
っ
た
と
い
う
過
程
で
話
し
を
進
め
る
る
と
、
同
邸
の
大
き
さ
は
縦
横
、
約
３
０
ｍ
の
大
き
さ
で
建
坪
は
３
５
４
坪
と
あ
る
。

こ
の
平
面
図
に
、
縦
２
４
ｍ
、
横
１
９
ｍ
程
度
の
独
立
し
た
建
物
を
当
て
は
め
て
み
た
（図
の
点
線 

縦
１
３
．
３
間
（２
４
ｍ
）
☓
横
１
０
．

４
間
（１
９
ｍ
）
＝
建
坪
１
３
８
坪
）が
、
い
ず
れ
も
独
立
し
た
建
物
と
し
て
は
成
立
し
な
い
。 

  

従
っ
て
、
専
売
所
が
買
収
し
た
時
は
、
橋
村
邸
が
こ
の
平
面
図
通
り
の
建
物
で
あ
っ
た
な
ら
、
専
売
所
が
事
務
に
便
利
な
よ
う

に
、
こ
の
一
部
を
改
築
し
、
独
立
し
た

一
つ
の
建
物
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
し
、
あ
る
い
は
、
こ
の
平
面
図
と
は
全
く

異
な
っ
た
建
物
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。 

  

こ
の
平
面
図
で
は
、
後
述
す
る
「

 

表
門
」
の
幅
は
１
．
５
間
程
度
で
左
に
小
門
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
含
め
る
と
２
．
７
ｍ
程
度

で
な
か
っ
た
か
？ 

   

構
造
に
あ
ま
り
に
も
差
異
が
大
き
い
の
で
、
こ
の
平
面
図
の
建
屋
が
神
都
図
書
館
に
な
っ
た
と
は
考
え
難
い
。 
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玄関 
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橋
村
大
夫
邸
の
大
き
さ 

 

昭
和
５
年
作
成
の
「

 

宇
治
山
田
近
傍
」
地
図
の
橋
村
邸
の
敷
地
（点
線
枠
）を
最
大
の
御
師 

三
日
市
大
夫
次
郎
邸
と
比
較
し

て
み
る
。
そ
の
規
模
は
１
／
３
程
度
で
格
式
高
い
御
師
の
割
り
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
規
模
を
誇
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 
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橋
村
家
墓
所 

改
訂
伊
勢
度
会
人
物
誌
付
録
「

 

墓
地
配
置
図
」
か
ら
転
載 

（⑧ 

浦
口
山
名
裏
墓
地
） 

④
橋
村
正
翼
（不
明
） 

⑤
橋
村
家
（不
明
） 

⑥
同
（不
明
）  

⑭
橋
村
正
璟
・正
基
・正
衛 

⑲
正
代
・正
立
・並
子 

㉙
橋
村
正
主
・正
始 

（常
磐
山
・屏
風
山

一
部
）
（不
明
）㊶
正
滋
・寿
昌
院
（正
景
妻
）
・正
淳
・正
甫
・正
長
・正
因
・正
克
・正
河
・正
並
・正
令
・正
身 
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（上
）８
・⑭
墓 

（正
基
・正
衛
・延
世
）                       

（下
）８
・⑭
正
璟
墓 
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（上
）８
・⑲
墓                                    

（下
）８
・⑲
正
代
墓 
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（上
）８
・⑲
正
立
墓                                

（下
）８
・⑲
並
子
墓 

 
 

  

８
・㊶
他
、
記
載
な
き
は
所
在
不
明  

９
・㊷
は
新
し
い
墓
の
み 
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（上
）８
・㉙
墓                           

（下
）８
・㉙
正
主
・正
始
墓 
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（⑨
浦
口
天
神
丘
墓
地
） 

⑭
正
兌
・淳
風 

㊶
橋
村
家 

㊷
橋
村
家
（広
田
系
） 

㊸
橋
村
恵
正
・正
満
・正
兼
・
（正
親
）  

 34

               

（上
）９
・⑭
墓  

淳
風
の
父 

正
風
＝
正
兌
の
墓
も
あ
る  

（下
）９
・⑭
淳
風
墓 

 
 



 35

                

（上
）９
・㊸
墓 

（恵
正
・正
満
・正
兼
）                   

（下
）９
・㊸
正
親
・正
修
墓 
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墓
を
家
系
で
分
類
し
て
み
る
と
下
表
の
よ
う
に
な
る
。 

９
．
㊸ 

９
・⑭ 

８
・㊶ 

８
・㉙ 

８
・⑲ 

８
・⑭ 

墓 

恵
正
、
（正
親
） 

  

正
主
、
正
始
、 

正
代
、
正
立
、 

 

主
膳
家
系 

  

正
滋
、 

正
景
妻
寿
昌
院 

正
長
、
正
甫
、 

正
因
、
正
克
、 

正
河
、
正
並 

   

主
膳
宰
記
家
系 

  

正
令
、
正
身 

  

正
璟 

主
膳
主
計
家
系 

 

正
兌
、
淳
風 

正
淳
＝
正
兌 

   

主
膳
弾
正
家
系 

正
満
、
正
兼
、 

     

主
膳
右
近
家
系 

  

（正
甫
） 

  

正
璟
、
正
基 

帯
刀
大
蔵
家
系 
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橋
村
大
夫
名
義
の
旅
館 

 
 

昭
和
４
３
年
版
伊
勢
市
史
Ｐ
．
６
１
５
に
は
明
治
初
年
に
市
内
で
名
義
を
再
興
し
た
旅
館
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

橋
村
姓
は
次
の
通
り
。
（祓
名
主
） 

橋
村
八
大
夫
、
橋
村
帯
刀
大
夫
（ミ
ち
よ
）、
橋
村
三
郎
右
衛
門
大
夫
、
橋
村
織
部
大
夫
（正
恒
）、 

橋
村
八
郎
大
夫
（正
順
）、
橋
村
大
夫
（正
順
）、
橋
村
主
計
（正
貫
）、
橋
村
肥
前
大
夫
（正
克
）、
橋
村
市
大
夫
（淳
風
） 

 
 

御
師
を
廃
止
さ
れ
た
同
家
が
単
数
、
複
数
の
名
義
を
も
っ
て
引
き
続
き
旅
館
業
を
始
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
中
に
は
名
義
を
御
師
と
は
所
縁
の
な
い
市
井
の
旅
館
に
祓
名
を
売
却
し
た
例
も
多
い
が
、
祓
名
主
を
同
時
に
記

載
し
て
み
る
と
い
く
つ
か
は
、
橋
村
大
夫
家
の
本
家
あ
る
い
は
分
家
で
旅
館
を
営
ん
で
い
た
可
能
性
が
見
え
て
き
て
、
「

 

正

順
」も
屋
敷
を
専
売
局
に
売
却
す
る
明
治
３
１
年
頃
ま
で
は
旅
館
を
営
ん
で
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
逆
に
、
こ
れ
に
関
連
性

が
な
い
、
正
璟
、
正
尋
、
親
正
は
別
の
道
を
歩
ん
だ
と
も
言
え
な
く
は
な
い
。 
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明
治
４
年
時
の
橋
村
家 

  

平
成
２
４
版
伊
勢
市
史
近
代
Ｐ
．
１
９
８ 

表
１ 

明
治
４
年
改
正
の
職
制
と
職
員
に
よ
る
と
、 

  

（職
名
）
上
主
典
（位
階
）相
当
従
八
位
（人
員
数
）各
８
（職
務
）掌
助
祀
事
修
庶
務
、
の
中
に
、 

（内
宮
）
橋
村
淳
風
・橋
村
正
克
・橋
村
正
璟 

  

（職
名
）
上
権
主
典
（位
階
）相
当
正
九
位
（人
員
数
）各
１
５
、
（職
務
）掌
同
主
典
、
で
は
、 

（外
宮
）
橋
村
親
正 

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
橋
村
家
の
数
名
は
明
治
４
年
の
神
宮
改
革
時
に
神
宮
職
に
復
職
し
て
い
る
。 

明
治
８
年
に
橋
村
本
家
の
「

 

正
克
」が
没
し
た
こ
と
に
よ
り
本
家
を
継
承
し
た
「

 

正
順
」は
明
治
３
１
年
ま
で
旅
館
業
を
営
ん
で

い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
専
売
局
に
屋
敷
を
売
却
し
て
か
ら
神
宮
職
に
就
い
た
と
い
う
記
録
も
見
い
だ
せ
て
い
な
い
の
で
、
行
く
末

を
知
る
手
掛
か
り
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。 
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建
屋
と
玄
関
と
門 

 

（上
）
昭
和
５
年
神
都
博
覧
会
演
芸
館
（中
）
昭
和
２
３
年
３
月
平
和
博
覧
会
会
場
図
（下
）
現
在
の
昌
久
寺
本
堂
と
玄
関 
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玄
関
は
、
「

 

い
に
し
え
の
伊
勢
」
の
山
田
修
司
氏
に
よ
る
と
、
八
日
市
場
町
に
あ
っ
た
旅
館
「

 

千
秋
楼
」
の
も
の
が
移
築
さ
れ
た
と

い
う
。
お
寺
の
方
の
話
だ
と
、
移
築
に
伴
い
、
奥
行
き
を
減
築
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
た
が
、
千
秋
楼
玄
関
の
写
真
と
現
在
の
玄

関
を
比
較
す
る
と
形
状
は
酷
似
し
て
い
る
の
で
、
奥
行
き
減
築
の
話
は
少
し
疑
問
を
感
じ
る
が
？ 

（上
）
千
秋
楼
玄
関
（昭
和
中
期
の
写
真 

戦
災
は
免
れ
た
）
（中
）
現
昌
久
寺
玄
関
（下
）
玄
関
の
な
い
千
秋
楼
（上
の
写
真
よ
り
古
い
か
？
） 
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ま
た
、
昌
久
寺
の
山
門
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
環
境
生
活
部
文
化
振
興
課
の
Ｈ
Ｐ
「

 

三
重
の
歴
史
・文
化
散
策
マ
ッ
プ
」に
よ
る

と
、
「

 
昌
久
寺
の
本
堂
と
山
門
は
、
常
磐
町
（旧
上
中
之
郷
町
）に
あ
っ
た
御
師
・橋
村
大
夫
邸
の
も
の
で
、
移
築
以
前
は
神
都
公

会
堂
（伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
の
地
に
所
在
し
た
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
内
に
残
る
数
少
な
い
御
師
邸
の
遺
構
の

一
つ
で
す
。
」 
と
の
説
明
が
あ
る
。
同
課
に
出
典
を
伺
っ
た
所
、
平
成
１
５
年
発
行
伊
勢
市
立
郷
土
資
料
館 

第
１
３
回
特
別
展

図
録
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
再
確
認
し
て
み
た
所
、
同
文
の
記
載
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
神
都
公
会
堂
と

し
て
利
用
さ
れ
た
と
い
う
記
載
は
明
ら
か
に
間
違
い
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
山
門
に
付
い
て
は
、
お
寺
の
方
の
話
で
は
、
昭
和
２
０
年

６
月
１
５
日
の
空
襲
に
よ
っ
て
本
堂
は
焼
失
し
た
が
、
山
門
は
焼
け
残
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。
現
在
の
昌
久
寺
の
山
門
が

橋
村
大
夫
邸
の
表
門
を
移
築
し
た
も
の
か
ど
う
か
考
察
し
て
み
る
。 

  

時
系
列
的
に
み
た
時
、
神
都
図
書
館
と
な
っ
た
橋
村
邸
は
昭
和
３
年
に
宇
治
山
田
駅
前
に
移
築
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
そ

の
表
門
も
移
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
写
真
等
は
見
い
出
せ
て
い
な
い
の
で
、
橋
村
邸
が
移
築
さ
れ
る
時
、
あ
る
い
は
そ
の
後
、
し

か
る
べ
き
時
に
除
却
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
神
都
図
書
館
が
昌
久
寺
に
移
築
さ
れ
た
昭
和
３
４
年
ま
で
の
３
１
年
間
、
表
門
が
専

売
局
内
に
残
さ
れ
、
神
都
図
書
館
移
築
に
時
を
合
わ
せ
、
専
売
局
内
の
表
門
が
移
築
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
な
い
訳
で
も
な

い
け
れ
ど
、
専
売
局
内
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
写
真
や
文
献
等
も
今
の
所
、
発
見
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
う
考
え
る
も
無
理
が
あ

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

  

橋
村
邸
の
平
面
図
か
ら
、
表
門
の
幅
は
１
間
半
（前
述
）と
推
測
し
た
が
、
写
真
の
門
幅
は
そ
れ
に
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
で
、
ど
ち
ら
の
話
が
正
し
い
の
か
判
別
で
き
な
い
。 

 42

  

ま
た
、
写
真
集
な
ど
で
橋
村
邸
の
門
だ
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
上
の
写
真
は
昌
久
寺
の
山
門
を
撮
影
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
の
で
、
橋
村
邸
の
表
門
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

（上
）
橋
村
邸
の
門
と
さ
れ
て
い
る
写
真 

（下
）
昌
久
寺
の
山
門 
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門
構
え
の
建
築
形
式
に
つ
い
て
、
御
師
邸
門
徒
寺
門
を
比
較
し
て
み
た
。 

○
御
師
邸
門 

三
日
市
・龍
・丸
岡
大
夫
邸
の
よ
う
な
長
屋
門
が
あ
る
が
割
愛
す
る
。
（上
か
ら
）
太
郎
館
大
夫
（現
、
祭
主
職

舎
）、
山
本
大
夫
（少
宮
司
邸
）、
福
島
御
塩
焼
大
夫
（神
宮
文
庫
門
）、
葉
山
大
夫
（徴
古
館
脇
）、
中
西
大
夫
（松
葉
邸
） 

 
 

 
 

 

  

○
寺
門 

赤
門
正
寿
院
（岩
淵
町
）、
瑞
泉
院
（河
崎
町
）、
常
照
寺
（宮
町
）、
常
明
寺
（
一
之
木
町
）、
養
草
寺
（宮
後
町
） 

 
 

 
 

 

  

昌
久
寺
の
山
門
は
鯱
も
あ
り
全
体
的
に
少
し
過
美
な
印
象
を
受
け
、
御
師
邸
表
門
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
る
が
、
必
ず
し

そ
う
だ
っ
た
と
い
う
確
証
も
得
ら
れ
な
い
。 
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鬼
瓦
や
軒
丸
瓦
に
着
目
し
て
み
た
。
現
在
の
本
堂
の
鬼
瓦
を
不
鮮
明
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
神
都
博
覧
会
時
の
演
芸
館
絵
葉
書

か
ら
鬼
瓦
を
拡
大
し
た
も
の
と
比
較
す
る
と
、
形
状
は
酷
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
従
っ
て
、
現
在
の
本
堂
の
鬼
瓦
は
橋
村
邸

か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
「

 

松
葉
」と
「

 

三
」が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
橋
村
大
夫
を
結
び
つ
け
る
資
料
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
が
、
現
在
の
昌
久
寺
の
山
門
鬼
瓦
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。
山
門
鬼
瓦
に
は
「

 

桂
」
（写
真
真
ん
中
）と
書
か
れ
て
い
て
、
山
号
の
桂
林
山
の
「

 

桂
」を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
ま
た
軒
丸
瓦
は
菊
紋
で
本
堂
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
ま
た
山
門
の
裏
屋
根
に
は
同
じ
菊
紋
が
あ
る
の
で
、
鬼
瓦
と
山

門
木
部
が
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
御
師
邸
表
門
遺
構
に
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
市
内
の
寺
の
瓦
に
は
菊
紋
が
あ
し

ら
わ
れ
て
い
る
も
の
を
多
く
発
見
で
き
た
が
、
等
観
寺
の
和
尚
さ
ん
談
と
し
て
、
菊
紋
が
勅
願
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
関
係
も
な
く
、

単
な
る
装
飾
の
一
図
案
で
は
な
い
か
と
い
う
話
だ
っ
た
。
従
っ
て
結
論
的
に
は
、
昌
久
寺
山
門
は
、
お
寺
の
方
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

元
々
、
昌
久
寺
の
山
門
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
る
の
が
自
然
な
よ
う
に
思
う
が
、
さ
ら
な
る
研
究
を
期
待
し
た
い
。 

（上
か
ら
）
昌
久
寺
本
堂
、
神
都
博
覧
会
時
の
演
芸
館
の
鬼
瓦
、
昌
久
寺
山
門
の
鬼
瓦
、
扁
額 

山
門
の
裏
屋
根  
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● 
昌
久
寺
の
菊
花
紋
は
軒
丸
瓦
と
屋
根
裏
に
透
か
し
模
様
が
あ
る
、
の
が
特
徴
で
あ
る 

 
 

 

● 

光
明
寺
（岩
淵
町
） 

特
徴
的
に
菊
花
紋
が
大
き
い 

南
朝
後
醍
醐
天
皇
の
武
将
だ
っ
た
結
城
宗
広
の
墓
所
が
あ
る
か
ら
か
？ 
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● 

太
郎
館
大
夫
（祭
主
職
舎 

宇
治
） 

棟
、
軒
丸
瓦
、
な
ど
大
き
く
、
多
く
見
ら
れ
る
。
皇
族
が
務
め
る
祭
主
宿
舎
だ
か
ら
明

治
以
後
、
葺
き
替
え
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
伊
勢
神
宮
に
貢
献
し
た
慶
光
院
だ
っ
た
か
ら
菊
花
紋
が
許
さ
れ
た
か
？
御
師
表
門

と
し
て
は
特
殊
性
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。 
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（上
）
● 

寿
巌
院
（尾
上
町
） 

（下
）
●
福
島
御
塩
焼
大
夫
邸
（現
、
神
宮
文
庫
門 

徴
古
館
前
） 

棟
に
小
さ
な
菊
花
紋
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
（小
さ
な
菊
花
紋
の
代
表
的
な
形
式
） 
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こ
れ
ら
の
調
査
を
表
に
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

こ
れ
か
ら
考
察
す
る
と
、
確
定
的
な
差
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
昌
久
寺
の
山
門
は
御
師
邸
表
門
の
形
式
よ
り
は
、
市
内
の
寺

門
に
合
致
す
る
点
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
従
っ
て
、
同
山
門
は
、
橋
村
大
夫
邸
の
遺
構
と
は
考
え
難
く
、
お
寺
の
方
が
お
っ
し
ゃ

る
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

門師御 門寺 

 

太
郎
館
大
夫
（祭
主
職
舎
） 

昌
久
寺 

光
明
寺 

赤
門
心
寺
正
寿
院 

中
山
寺 

等
観
寺 大

き
め
の
菊
花
紋
あ
り 

福
島
大
夫
（神
宮
文
庫
） 

 

寿
巌
院 

常
明
寺 

西
方
寺 

小
菊
花
紋
あ
り 

山
本
大
夫
（現
少
宮
司
職
舎
） 

中
西
大
夫
（現
松
葉
邸
） 

葉
山
大
夫
（現
徴
古
館
横
） 

世
義
寺 

宝
林
寺 

養
草
寺 

寂
照
寺
（三
つ
葉
葵
） 

梅
光
寺
（三
つ
葉
葵
） 

菊
花
紋
な
し 
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橋
村
邸
の
流
転 

ま
と
め 

   

橋
村
家
は
度
会
異
姓
家
の
一
家
（地
下
権
任
家
）と
し
て
、
外
宮
の
権
禰
宜
職
を
歴
任
し
た
由
緒
あ
る
家
柄
で
あ
る
。
江
戸
期

以
前
か
ら
御
師 
橋
村
大
夫
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
１
７
７
７
安
永
６
年
に
は
５
万
軒
以
上
の
檀
家
を
有
し
て
い
た
と
い
う
大

御
師
で
あ
り
、
そ
の
後
も
本
家
、
分
家
共
に
繁
栄
し
、
そ
の
多
く
が
外
宮
権
禰
宜
職
を
務
め
、
河
崎
世
古
周
辺
に
住
ま
い
し
た
。 

  

系
譜
か
ら
、
本
家
で
あ
る
主
膳
家
の
惣
領
で
あ
っ
た
「

 

正
立
」
の
子
「

 

正
克
」が
、
橋
村
邸
を
建
設
し
た
正
景
の
妻
、
寿
昌
院
の

家
系
で
あ
る
分
家
「

 

宰
記
」家
に
養
嗣
に
入
っ
て
「

 

宰
記
家
・肥
前
大
夫
（配
札
国
が
主
に
肥
前
の
国
（現
在
の
佐
賀
県
や
長
崎

県
）が
中
心
で
あ
っ
た
）
」を
継
承
し
た
。
本
家
「

 

主
膳
家
・橋
村
八
郎
大
夫
」は
次
弟
「正
順
」が
継
承
し
た
。
し
か
し
、
「

 

正
克
」

が
明
治
８
年
、
４
４
歳
で
早
世
し
て
宰
記
家
は
絶
家
と
な
っ
た
た
め
、
本
家
主
膳
家
の
「

 

正
順
」が
そ
れ
を
引
き
請
け
、
明
治
３
１

年
に
橋
村
宰
記
邸
を
専
売
局
に
売
却
し
た
。
そ
の
時
の
「

 

橋
村
宰
記
・肥
前
大
夫
」は
「

 

正
順
」だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ま
で
専
売
局
の
場
所
は
橋
村
本
家
の
土
地
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
分
家
宰
記
家
邸
で
あ
っ
た
。 

  

明
治
の
時
代
に
な
っ
て
同
４
年
、
神
宮
改
革
の
一
つ
と
し
て
御
師
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
暫
く
は
旅
館
を
営
ん
で
い
た

か
も
知
れ
な
い
が
、
行
く
末
を
感
じ
、
明
治
３
１
年
、
屋
敷
を
国
（専
売
局
）
に
売
却
し
た
。
橋
村
邸
は
事
務
に
不
便
と
い
う
理
由

で
１
棟
の
独
立
し
た
事
務
所
（縦
１
３
．
３
間
☓
横
１
０
．
４
間
＝
建
坪
１
３
８
坪
）と
し
て
改
築
し
、
「

 

山
田
葉
煙
草
専
売
所
」
（の

ち
の
名
古
屋
地
方
専
売
局
宇
治
山
田
出
張
所
）が
開
庁
し
た
。 
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時
代
が
経
過
し
て
昭
和
と
な
り
、
宇
治
山
田
市
は
岩
淵
町
（昭
和
６
年
建
設
の
参
宮
急
行
宇
治
山
田
駅
前
）に
あ
っ
た
大
蔵

省
所
管
国
有
地
（刑
務
所
跡
）
５
、
５
２
９
坪
を
昭
和
２
年
、
立
木
と
と
も
に
５
万
５
千
余
円
の
特
売
で
購
入
し
、
翌
３
年
、
専
売

局
が
新
社
屋
を
新
築
し
た
時
、
旧
事
務
所
（旧
橋
村
宰
記
大
夫
邸
の
一
部
）が
、
そ
の
頃
、
最
古
の
御
師
邸
で
あ
り
、
建
築
材
料

と
し
て
も
良
好
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
宇
治
山
田
市
が
買
収
し
て
、
翌
４
年
の
第
５
８
回
神
宮
式
年
遷
宮
を
記
念
し
て
同
地
に

移
築
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
、
神
宮
司
庁
所
有
の
神
宮
祭
主
舎
構
内
に
あ
っ
た
「

 

神
宮
奉
斎
殿
」が
、
そ
の
後
、
京
都
御
所
春
興
殿

に
建
て
ら
れ
て
い
た
「

 

神
楽
殿
」も
移
築
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
接
続
す
る
前
面
の
道
路
も
建
設
さ
れ
た
。
移
築
さ
れ
た
専
売
局
の
旧

事
務
所
建
屋
は
、
交
修
図
書
館
の
蔵
書
を
基
礎
と
し
て
宇
治
山
田
市
立
神
都
図
書
館
と
な
り
、
奉
斎
殿
は
「

 

神
都
公
会
堂
」、

神
楽
殿
は
「大
礼
記
念
館
」と
な
っ
た
。 

  

さ
ら
に
、
翌
５
年
に
は
現
、
近
鉄
宇
治
山
田
駅
構
内
を
含
む
敷
地
を
合
わ
せ
、
「

 

御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
」
の
会
場
施
設

と
な
り
、
開
催
中
は
そ
れ
ぞ
れ
が
演
芸
館
、
迎
賓
館
、
御
物
館
・歴
史
館
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
博
覧
会
終
了
後
も
、

元
の
目
的
に
戻
し
て
、
神
都
図
書
館
、
神
都
公
会
堂
、
神
都
記
念
館
（博
物
館
）と
し
て
活
用
さ
れ
た
。 

  

そ
の
後
、
下
っ
て
、
昭
和
２
８
年
第
５
９
回
式
年
遷
宮
に
あ
た
っ
て
神
都
図
書
館
と
神
都
公
会
堂
は
解
体
さ
れ
、
跡
地
に
「

 

伊

勢
会
館
」が
竣
工
し
た
。
解
体
さ
れ
た
図
書
館
（旧
橋
村
大
夫
邸
の
一
部
）は
昭
和
３
４
年

一
色
町
昌
久
寺
に
本
堂
と
し
て
再
建

さ
れ
、
合
わ
せ
て
そ
の
頃
、
廃
業
し
た
と
思
わ
れ
る
八
日
市
場
町
の
割
烹
旅
館
「

 

千
秋
楼
」
の
玄
関
部
分
が
移
築
さ
れ
た
と
推

測
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
門
は
旧
橋
村
大
夫
邸
表
門
で
は
な
く
、
戦
災
を
免
れ
た
昌
久
寺
の
元
か
ら
あ
っ
た
山
門
だ
と
思
わ
れ
る

が
？ 
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年
表
で
み
る
橋
村
邸
の
流
転 

 

寛
永
２
０
年
１
６
４
４
橋
村
邸
新
築
（昭
和
初
期
で
は
御
師
邸
と
し
て
最
古
の
木
造
建
築
） 

明
治
０
４
年
１
８
７
２
御
師
廃
止 

明
治
２
２
年
宇
治
と
山
田
を
合
併
し
て
宇
治
山
田
町
と
な
る 

明
治
２
９
年
３
月
葉
煙
草
専
売
法
が
公
布 

３
０
年
４
月
そ
の
官
制
を
定
め
ら
れ
た 

明
治
３
１
年
１
月
旧
御
師
橋
村
宰
記
（肥
前
大
夫
）
の
屋
敷
を
買
収
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
に
不
便
で
あ
っ
た
た
め
改
築
を
行
い
建
坪
１
３
８
坪
の
事
務
所
を
建
設
し
て
「

 

山
田
葉
煙
草
専
売
所
」を
開
庁 

明
治
３
９
年
宇
治
山
田
市
と
な
る 

大
正
０
３
年
八
日
市
場
町
旅
館
「

 

與
可
楼
」 

主
人
は
中
岡
助
三
郎 

大
正
１
０
年
７
月
名
古
屋
地
方
専
売
局
宇
治
山
田
出
張
所
と
改
称 

大
正
１
１
年
八
日
市
場
町
旅
館
「

 

與
可
楼
」が
「

 

千
秋
楼
」と
改
称 

主
人
は
西
田

一
雄 

         

そ
の
後
の
経
緯
を
考
え
る
と
、
昌
久
寺
の
玄
関
は
「

 

與
可
楼
」
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。  
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大
正
１
２
年
８
月 

公
会
堂
は
神
宮
司
庁
所
有
で
神
宮
祭
主
舎
構
内
に
あ
っ
た
総
ヒ
ノ
キ
造
り
の
神
宮
奉
斎
殿
を
倭
姫
宮
御
建 

         

創
記
念
と
し
て
市
公
会
堂
に
改
築
す
る
趣
旨
で
譲
与
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
改
装
後
の
坪
数
は
２
２
１
坪
余
。
（宇
治 

         

山
田
市
史
付
録
Ｐ
．
６
）  

昭
和
０
２
年
金
融
恐
慌 

同
１
２
月 

（宇
治
山
田
駅
前
の
）敷
地
は
大
蔵
省
所
管
国
有
地
（旧
刑
務
所
跡
）
５
、
５
２
９
坪
を
立
木 

          

と
と
も
に
５
万
５
千
余
円
の
特
売
で
購
入
さ
れ
た
。 

昭
和
０
３
年
１
月
専
売
局
は
同
地
に
新
社
屋
を
新
築
し
竣
工
。 

          

そ
の
一
部
は
建
築
材
料
と
し
て
良
っ
た
た
め
、
宇
治
山
田
市
が
買
収
し
て
（神
都
）
図
書
館
に
す
る
こ
と
に
し
た
。 

同
４
月
２
７
日
に
は
交
修
図
書
館
の
蔵
書
を
基
礎
に
宇
治
山
田
市
立
神
都
図
書
館
が
竣
工
・創
設 

昭
和
０
５
年
御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
開
催 

図
書
館
は
演
芸
館
と
し
て
活
用
さ
れ
た 

昭
和
１
５
年
２
月
１
１
日
～
５
月
３
１
日
紀
元
２
６
０
０
年
記
念
日
本
大
博
覧
会
開
催 

図
書
館
の
活
用
は
不
明 

昭
和
１
６
年
太
平
洋
戦
争
開
戦 

昭
和
２
０
年
６
月
昌
久
寺
本
堂
焼
失 

図
書
館
の
建
物
は
戦
災
を
免
れ
、
戦
後
も
宇
治
山
田
市
立
図
書
館
と
し
て
運
営 

昭
和
２
１
年
頃
に
神
都
図
書
館
周
辺
に
（明
倫
）商
店
街
が
形
成
さ
れ
始
め
た 

昭
和
２
２
年
６
月
に
明
倫
商
店
街
協
同
組
合
と
し
て
法
人
化
さ
れ
現
在
に
至
る 

昭
和
２
３
年
３
月
平
和
博
覧
会
開
催 

会
場
図
に
は
（神
都
）
図
書
館
の
建
物
が
あ
る 
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昭
和
２
４
年
５
月
神
都
図
書
館
は
宇
治
山
田
市
立
図
書
館
に
改
称 

昭
和
２
５
年
４
月
３
０
日 

図
書
館
法
が
制
定
さ
れ
、
神
都
図
書
館
は
市
立
公
民
館
と
し
て
並
存
し
た 

昭
和
２
８
年
第
５
９
回
式
年
遷
宮
に
当
っ
て
、
神
都
公
会
堂
と
神
都
図
書
館
は
解
体
さ
れ
た
。 

         
９
月
跡
地
に
「

 

伊
勢
会
館
」竣
工
（建
坪
４
６
０
坪 

公
会
堂
建
坪
２
２
１
＋
図
書
館
１
３
８
＝
３
５
９
坪
＋

α
） 

昭
和
２
９
年
３
月
３
日
図
書
館
は
伊
勢
市
駅
前
の
観
光
物
産
館
の
付
属
建
物
に
移
転
し
た 

         

同
年
３
月
３
１
日
～
５
月
３
１
日
「

 

第
５
９
回
式
年
遷
宮
記
念
お
伊
勢
博
覧
会
」開
催 

 

会
場
は
倉
田
山
と
宇
治
山
田
駅
前
で
伊
勢
会
館
は
主
会
場
（演
芸
館
）と
な
っ
た 

昭
和
３
０
年
１
月
宇
治
山
田
市
が
伊
勢
市
に
改
称 

宇
治
山
田
市
立
図
書
館
が
伊
勢
市
立
図
書
館
に
改
称 

昭
和
３
２
年
千
秋
楼 

西
田
正
秀
の
記
述
あ
り
。
こ
の
後
、
同
楼
は
閉
館
、
玄
関
が
昌
久
寺
に
移
築
か
？ 

昭
和
３
４
年
１
０
月
２
０
２
０
年
１
２
月
３
１
日
に
昌
久
寺
で
お
寺
の
方
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
神
都
図
書
館
の
建
物
は
昌
久
寺
本
堂 

         

（１
０
０
畳
）と
し
て
昭
和
３
４
年
１
０
月
に
再
建
さ
れ
た
と
い
う
。
（昭
和
２
８
年
解
体
か
ら
６
年
後
は
ち
ょ
っ
と
長
い
が
？
） 

昭
和
３
８
年
３
月
伊
勢
参
宮
博
覧
会
開
催 

昭
和
４
５
年
６
月
２
８
日
伊
勢
会
館
解
体
式 

昭
和
４
６
年
７
月
３
１
日
現
観
光
文
化
会
館
が
新
築
竣
工
・落
成
、
８
月
２
５
日
開
館 

現
在
に
至
る 

  

 54

倭
姫
宮
御
建
創
記
念
「

 

神
都
公
会
堂
」 

（上
）
神
宮
祭
主
舎
構
内
の
神
宮
奉
斎
殿 

（中
）
神
都
博
覧
会
の
「

 

迎
賓
館
」 

（下
）
昭
和
２
０
年
代
の
公
会
堂 
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昭
和
２
３
年
平
和
博
覧
会
会
場
図
で
は
、
公
会
堂
位
置
に
西
洋
的
な
建
物
が
立
っ
て
い
る
が
、
詳
細
不
明 
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大
正
１
２
年
８
月 

公
会
堂
は
神
宮
司
庁
所
有
で
神
宮
祭
主
舎
構
内
に
あ
っ
た
総
ヒ
ノ
キ
造
り
の
神
宮
奉
斎
殿
を
倭
姫
宮
御
建 

    

創
記
念
と
し
て
市
公
会
堂
に
改
築
す
る
趣
旨
で
譲
与
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
改
装
後
の
坪
数
は
２
２
１
坪
余
で
あ
る
。 

昭
和
３
年
４
月
８
日
に
竣
工
し
、
５
月
１
日
「

 

神
都
公
会
堂
」と
し
て
開
館
し
た
。 

        

「

 

公
会
堂
」と
は
公
衆
が
演
説
会
、
講
演
会
な
ど
の
公
益
的
な
集
会
を
行
う
に
適
し
た
施
設
で
あ
る
。 

昭
和
５
年
３
～
５
月
御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
の
「

 

迎
賓
館
」と
し
て
活
用
し
、
閉
会
後
は
再
び
「

 

神
都
公
会
堂
」に
戻
っ
た
。 

昭
和
６
年
２
月
１
１
日
に
は
「

 

宇
治
山
田
市
会
議
員
総
辞
職
勧
告
各
派
連
合
市
民
大
会
」が
神
都
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
。 

昭
和
１
１
年
９
月
１
日
宇
治
山
田
市
は
１
９
０
６
明
治
３
９
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
３
０
周
年
を
迎
え
、
神
都
公
会
堂 

        

に
て
市
長
お
よ
び
市
会
議
員
、
市
政
功
労
物
故
者
５
７
名
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。 

昭
和
２
０
年
代
ま
で
は
神
都
公
会
堂
と
し
て
あ
っ
た
が
、
昭
和
２
５
年
に
は
市
立
中
央
公
民
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
２
３
年
３
月
平
和
博
覧
会
開
催 

会
場
図
で
は
、
公
会
堂
位
置
に
西
洋
的
な
建
物
が
立
っ
て
い
る
の
で
、
伊
勢
会
館
建
設
前 

        

に
建
設
さ
れ
た
建
物
が
あ
っ
た
の
か
、
詳
細
不
明
。 

昭
和
２
８
年
式
年
遷
宮
を
む
か
え
る
に
あ
た
っ
て
解
体
、
跡
地
に
伊
勢
会
館
が
１
０
月
３
１
日
建
設
さ
れ
た
。 

   

写
真
ア
ル
バ
ム
「

 

伊
勢
・志
摩
の
昭
和
」に
よ
る
と
、
神
都
公
会
堂
の
建
物
は
南
伊
勢
町
神
前
浦
に
あ
る
金
剛
山
地
蔵
院
本
堂

と
し
て
蘇
っ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
２
０
２
０
年
１
２
月
２
９
日
に
訪
問
し
た
。
丁
度
、
居
合
わ
せ
た
ご
住
職
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

移
築
は
昭
和
３
０
年
頃
だ
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
２
８
年
に
解
体
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
し
て
当
地
で
再
建
さ
れ
た
よ
う
に
推
測
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で
き
る
。
そ
の
後
、
屋
根
を
吹
き
替
え
た
時
に
正
面
の
破
風
は
撤
去
し
た
が
、
そ
の
後
、
火
災
で
本
堂
は
焼
失
し
た
と
言
っ
て
い
た

よ
う
に
思
う
が
、
現
在
の
建
物
は
昭
和
３
７
年
１
１
月
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
元
の
神
都
公
会
堂
の
遺
構
が
ど
の
程
度
、

残
っ
て
い
る
の
か
は
明
確
で
な
い
。 
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昭
和
０
６
年
宇
治
山
田
市
役
所
発
行
の
「

 

御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
誌
」に
よ
る
と
、
神
都
公
会
堂
を
迎
賓
館
と
し
て
使
用
し

た
こ
と
以
外
に
記
載
は
な
い
の
で
、
賓
客
を
も
て
な
す
施
設
と
し
て
建
物
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

（上
）高
松
宮
殿
下
御
成 

（下
）
公
会
堂
内
部 

皇
族
殿
下
御
休
憩
所 
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昭
和
天
皇
御
即
位
御
大
礼
記
念
「

 

神
都
記
念
館
」 

  

「

 

御
物
館
」は
、
「

 

御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
誌
」等
に
よ
る
と
、
昭
和
３
年
に
京
都
御
所
で
行
わ
れ
た
天
皇
即
位
御
大
礼

（御
大
典
）
の
時
に
儀
式
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
建
物
の
一
部
で
あ
っ
た
春
興
殿
神
楽
舎
の
一
棟
を
本
市
に
下
賜
さ
れ
、
昭
和
４

年
８
月
当
地
に
到
着
し
た
。
公
会
堂
敷
地
内
に

一
時
保
管
し
て
か
ら
１
１
月
着
工
、
１
２
月
に
木
造
平
屋
建
て
銅
板
葺
き
の

「

 

御
物
館
」が
竣
工
し
た
。
梁
間
７
．
２
ｍ
、
桁
行
２
１
．
６
ｍ 

建
坪
４
８
坪
＋
玄
関 

３
．
０
ｍ
☓
１
．
７
ｍ 

建
坪
１
．
・２
５
坪 

壁

塗
装
は
白
漆
喰
仕
上
げ
で
あ
る
。  

「

 

歴
史
館
」は
、
「

 

御
物
館
」と
併
設
し
渡
り
廊
下
で
連
絡
す
る
構
造
で
新
築
さ
れ
た
。

「

 

御
物
館
」と
同
様
に
、
木
造
平
屋
建
て
銅
板
葺
き
で
、
本
館
は
１
４
，
４
ｍ
☓
４
３
．
２
ｍ
建
坪
１
９
２
坪
＋
玄
関
６
．
３
ｍ
☓
３
．

６
ｍ
建
坪
７
坪
☓
２
、
渡
り
廊
下
２
．
７
ｍ
☓
９
．
０
ｍ
建
坪
７
．
５
坪
。
昭
和
４
年
１
２
月
着
工
、
昭
和
５
年
１
月
３
１
日
竣
工
。 

昭
和
５
年
３
～
５
月
に
「

 

御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
」が
開
催
さ
れ
た
時
は
、
「

 

御
物
館
」は
、
「

 

大
礼
記
念
館
」と
し
て
、
宮

内
省
よ
り
貸
し
出
さ
れ
た
御
大
礼
御
物
や
賞
勲
局
よ
り
貸
し
出
さ
れ
た
勲
章
や
記
章
を
展
示
し
、
「

 

歴
史
館
」は
、
建
国
３
千

年
の
史
実
を
、
油
絵
を
背
景
に
、
活
人
形
を
配
置
し
て
、
電
気
証
明
を
施
し
て
パ
ノ
ラ
マ
を
１
８
景
を
展
示
し
た
。
そ
の
展
示
は
、

上
田
萬
年
、
森
田
神
宮
皇
學
館
館
長
の
監
修
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
図
案
構
想
は
久
保
田
金
僊
、
油
絵
は
茂
木
習
古
、
電
気
照

明
は
遠
藤
静
雄
が
担
っ
た
。 

  

博
覧
会
終
了
後
、
そ
の
ま
ま
宇
治
山
田
市
が
受
け
継
い
で
御
物
館
と
歴
史
館
を
合
わ
せ
て
「

 

神
都
博
物
館
」と
改
称
し
て
管

理
し
、
昭
和
の
御
大
礼
を
記
念
す
る
身
近
な
文
化
施
設
・教
育
施
設
と
し
、
一
般
参
宮
客
の
観
覧
の
た
め
に
も
活
用
さ
れ
た
。  
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そ
の
後
、
「

 

神
都
博
物
館
」は
、
昭
和
１
８
年
３
月
末
に
閉
鎖
さ
れ
、
市
立
青
年
学
校
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。 

（上
）右
端
が
神
都
記
念
館 

（中
・下
）
宇
治
山
田
市
神
都
記
念
館
（歴
史
館
）全
景 

  
  

 

昭
和
２
３
年
３
月
開
催
の
平
和
博
覧
会
の
会
場
図
に
は
神
都
記
念
館
は
書
か
れ
て
い
な
い
（図
書
館
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
形
状
に

描
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
公
会
堂
は
西
洋
的
な
建
物
に
変
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
資
料
は
な
い
。
）よ
う
だ
が
？
同
２
９
年
３
月
３
１
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日
～
５
月
３
１
日
「

 

第
５
９
回
式
年
遷
宮
記
念
お
伊
勢
博
覧
会
」
開
催
の
宇
治
山
田
駅
前
会
場
写
真
で
は
伊
勢
会
館
の
右
横
に

神
都
記
念
館
の
屋
根
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
頃
ま
で
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
昭
和
４
５
年
６
月
２
８
日
伊
勢
会
館
解
体
ま
で
神

都
記
念
館
の
建
物
は
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
。 

（上
）
昭
和
２
９
年
お
伊
勢
博
覧
会
伊
勢
会
館
（中
）
昭
和
２
３
年
平
和
博
覧
会
会
場
図
（下
）
昭
和
５
年
神
都
博
覧
会
会
場
図 

 
 

 

 62

（付
録
）
遷
宮
記
念
館
・名
物
館
・名
勝
館 

  

神
都
博
覧
会
の
附
属
施
設
と
し
て
神
都
図
書
館
に
隣
接
し
て
、
南
側
に
「

 

遷
宮
記
念
館
」、
公
会
堂
と
図
書
館
の
間
の
西
側

に
「

 

名
物
館
」、
公
会
堂
の
西
側
に
「

 

名
勝
館
」が
あ
っ
た
。 

 

遷
宮
記
念
館
（上
写
真
） 

  

（１
）内
宮
御
用
材
、
五
十
鈴
川
奉
曳
の
状
況
、
（２
）御
白
石
奉
曳
車
進
行
の
場
面
、  

  

（３
）内
宮
の
正
遷
宮
渡
御
の
状
況
、
な
ど
が
第

一
室
で
、
第
二
室
で
は
神
宮
御
史
蹟
が 

  

展
示
さ
れ
た
。 

名
物
館 

  

３
区
あ
り
、
１
区
で
は
（１
）
か
ら
く
り
的
、
（２
）宮
川
茶
屋
、
な
ど
、
２
区
で
は
、 

（４
）
お
杉
お
玉
、
３
区
で
は
（７
）清
火
屋
、
（９
）
お
休
み
茶
屋
な
ど
の
展
示
が
あ
っ
た
。 

名
勝
館 

  

段
返
し
式
キ
ネ
オ
ラ
マ
装
置
で
、
（１
）宮
川
橋
西
詰
か
ら
上
流
の
桜
花
の
包
を
眺
め
遠 

  

く
高
倉
山
を
望
む
場
面
な
ど
を
展
開
し
た
。 
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あ 
と 

が 

き 

   

「

 

い
に
し
え
の
伊
勢
」
の
山
田
修
司
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
１
枚
の
絵
葉
書
か
ら
多
少
の
疑
問
を
感
じ
、
調
査
し
て
い
た
ら
こ
れ

ま
で
気
に
は
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
調
査
し
て
い
な
か
っ
た
「

 

御
師 

橋
村
大
夫
」に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
少
し
深
く
知
り
得
た

こ
と
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
い
る
自
粛
ム
ー
ド
の
中
、
沈
滞
し
た
自
分
の
気
持
ち
を
少
し
は
明
る
く
し
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ

る
。
コ
ロ
ナ
も
ま
た
良
し
、
か
な
？ 

で
も
、
極
力
、
早
く
収
ま
っ
て
、
と
願
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

コ
ロ
ナ
自
粛
が
続
く
２
０
２
１
年
令
和
３
年
８
月 

秋   

田   

耕   

司 

 

謝 

辞 

   

貴
重
な
資
料
を
種
々
、
ご
提
供
、
ま
た
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
「

 

い
に
し
え
の
伊
勢
」
山
田
修
司
様
、
神
宮
司
庁 

音
羽
様

に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 
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年 
 
 
 
 

表 

 

寛
永
２
０
年
１
６
４
４
（江
戸
時
代
初
期
）
橋
村
邸
新
築
（昭
和
初
期
で
は
御
師
邸
と
し
て
最
古
の
木
造
建
築
） 

明
治
０
１
年
１
８
６
８
明
治
維
新 

山
田
奉
行
・宇
治
と
山
田
三
方
会
合
廃
止 

奉
行
所
に
度
会
府
設
置 

明
治
０
２
年
第
５
５
回
式
年
遷
宮 

明
治
天
皇
神
宮
に
初
参
拝  

明
治
０
４
年
神
宮
制
度
大
改
革 

御
師
廃
止 

廃
藩
置
県 

明
治
０
５
年
明
治
天
皇
行
幸
（２
回
目
） 

明
治
２
２
年
第
５
６
回
式
年
遷
宮 

宇
治
と
山
田
を
合
併
し
て
宇
治
山
田
町
と
な
る 

明
治
２
７
年
日
清
戦
争 

明
治
２
９
年
３
月
葉
煙
草
専
売
法
が
公
布 

３
０
年
４
月
そ
の
官
制
を
定
め
ら
れ
た 

明
治
３
０
年
参
宮
鉄
道 

宮
川
山
田
間
開
通 

明
治
３
１
年
１
月
常
磐
町
字
河
崎
世
古
の
旧
御
師
橋
村
宰
記
（肥
前
大
夫
）
の
屋
敷
と
建
坪
１
３
８
坪
の
建
物
を
買
収
し
て 

        

「

 

山
田
葉
煙
草
専
売
所
」を
開
庁 

明
治
３
６
年
宮
川
電
気
㈱ 

市
電
本
町(

山
田)

二
見
間
開
通 

明
治
３
７
年
日
露
戦
争 
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明
治
３
９
年
宇
治
山
田
市
と
な
る 

明
治
４
２
年
第
５
７
回
式
年
遷
宮 

外
宮
前
岡
本
町
に
山
田
郵
便
局
新
築 

大
正
０
３
年
第
１
次
世
界
大
戦
に
参
加 

八
日
市
場
町 

旅
館
「

 

與
可
楼
」中
岡
助
三
郎
の
記
載
あ
り  

大
正
０
４
年
大
正
天
皇
神
宮
ご
親
拝 

大
正
０
９
年
第
１
次
世
界
大
戦
の
戦
後
恐
慌
襲
来 

大
正
１
１
年
八
日
市
場
町 
旅
館
「

 

與
可
楼
」が
「

 

千
秋
楼
」と
改
称 

西
田

一
雄
の
記
載
あ
り 

大
正
１
２
年
関
東
大
震
災
と
そ
れ
に
よ
る
震
災
恐
慌 

         

８
月 

公
会
堂
は
神
宮
司
庁
所
有
で
神
宮
祭
主
舎
構
内
に
あ
っ
た
総
ヒ
ノ
キ
造
り
の
神
宮
奉
斎
殿
を
倭
姫
宮
御
建 

 

創
記
念
と
し
て
市
公
会
堂
に
改
築
す
る
趣
旨
で
譲
与
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
改
装
後
の
坪
数
は
２
２
１
坪
余
。 

昭
和
０
２
年
昭
和
金
融
恐
慌
（米
国
発
端
～
昭
６
） 

         

１
２
月 

（宇
治
山
田
駅
前
の
）敷
地
は
大
蔵
省
所
管
国
有
地
（刑
務
所
跡
）
５
、
５
２
９
坪
を
立
木
と
と
も
に
５
万 

 

５
千
余
円
の
特
売
で
購
入
さ
れ
た
。 

昭
和
０
３
年
１
月
常
盤
町
に
名
古
屋
地
方
専
売
局
宇
治
山
田
出
張
所
が
新
築
さ
れ
竣
工
。
（宇
治
山
田
市
史 

付
録
Ｐ
．
２
） 

 

旧
橋
村
大
夫
邸
は
宇
治
山
田
市
が
買
収
し
て
（神
都
）
図
書
館
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
、
そ
の
建
坪
は
１
３
８
坪
で
あ 

 

る
。
同
４
月
８
日 

岩
淵
町
に
「

 

神
都
公
会
堂
」
、
４
月
２
７
日 

「

 

神
都
図
書
館
」
の
建
物
が
竣
工
し
、
５
月
１
日

「

 

神
都
公
会
堂
」と
し
て
、
ま
た
、
交
修
図
書
館
の
蔵
書
を
基
礎
に
宇
治
山
田
市
立
神
都
図
書
館
が
開
館
し
た
。 
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同
年
１
１
月 

大
正
天
皇
崩
御
後
の
諒
闇
の
あ
け
、
昭
和
天
皇
御
即
位
の
御
大
礼
（即
位
式
）が
京
都
で
挙
行
さ
れ
、
引 

        

き
続
い
て
新
天
皇
が
神
宮
を
親
謁
さ
れ
た
。
１
１
月
１
９
日
天
皇
来
着
、
２
０
日
外
宮
、
２
１
日
内
宮
御
親
拝 

          

同
月
「

 

市
街
中
央
部
展
望
」写
真
の
神
都
公
会
堂
前
の
道
路
は
、
岡
本
町
よ
り
公
会
堂
前
を
経
て
吹
上
町
に
達 

す
る
直
道
の
拡
張
並
び
に
新
設
で
竣
工
し
た
。
（宇
治
山
田
市
史 

付
録
Ｐ
．
８
） 

          

同
じ
頃
、
昭
和
天
皇
即
位
御
大
礼
の
時
に
京
都
御
所
春
興
殿
に
建
て
ら
れ
た
神
楽
殿
が
宮
内
庁
か
ら
下
賜
さ 

          

れ
、
移
築
し
て
「

 

大
礼
記
念
館
」と
し
た
。 

昭
和
０
４
年 

第
５
８
回
神
宮
式
年
遷
宮 

昭
和
０
５
年
３
～
５
月
御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
開
催
。
神
都
公
会
堂
は
「

 

迎
賓
館
」、
神
都
図
書
館
は
「

 

演
芸
館
」、
「

 

大 

礼
記
念
館
」は
御
物
館
と
そ
れ
に
付
随
し
て
「

 

歴
史
館
」が
建
設
さ
れ
、
活
用
さ
れ
た
。
開
催
終
了
後
は
、
再
び
、

「

 

神
都
公
会
堂
」、
「

 

神
都
図
書
館
」、
「

 

神
都
記
念
館
」と
し
て
運
営
さ
れ
た
。 

昭
和
６
年
宇
治
山
田
駅
新
築 

２
月
１
１
日 

「

 

宇
治
山
田
市
会
議
員
総
辞
職
勧
告
各
派
連
合
市
民
大
会
」が
神
都
公
会
堂
で 

          

開
催
さ
れ
た
。 

昭
和
１
１
年
９
月
１
日 

宇
治
山
田
市
は
１
９
０
６
明
治
３
９
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
３
０
周
年
を
迎
え
、
「

 

神
都
公
会 

          

堂
」に
て
市
長
お
よ
び
市
会
議
員
、
市
政
功
労
物
故
者
５
７
名
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。 

昭
和
１
５
年
２
月
１
１
日
～
５
月
３
１
日 

紀
元
２
６
０
０
年
記
念
日
本
大
博
覧
会
開
催 

昭
和
１
６
年
太
平
洋
戦
争
開
戦 
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昭
和
１
８
年
３
月 

神
都
記
念
館
は
に
市
立
青
年
学
校
と
し
て
使
用
す
る
た
め
閉
鎖
し
た
。 

昭
和
２
０
年
６
月
昌
久
寺
本
堂
焼
失 

終
戦  

         
図
書
館
の
建
物
は
戦
災
を
免
れ
戦
後
も
宇
治
山
田
市
立
図
書
館
と
し
て
運
営 

昭
和
２
１
年
頃
に
神
都
公
会
堂
周
辺
に
商
店
街
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
た 

昭
和
２
１
年
以
後
（昭
和
２
５
年
）
神
都
公
会
堂
は
市
立
中
央
公
民
館
、
神
都
図
書
館
は
市
立
図
書
館
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。 

昭
和
２
２
年
６
月 

明
倫
商
店
街
協
同
組
合
と
し
て
法
人
化
さ
れ
現
在
に
至
る 

昭
和
２
３
年
３
月
３
１
日
～
５
月
３
１
日 

平
和
博
覧
会
開
催 

会
場
図
に
は
神
都
図
書
館
の
記
載
あ
る
が
神
都
記
念
館
は
な
い 

昭
和
２
４
年
５
月
神
都
図
書
館
は
宇
治
山
田
市
立
図
書
館
に
改
称 

昭
和
２
５
年
４
月
３
０
日 

図
書
館
法
が
制
定
さ
れ
、
神
都
図
書
館
は
市
立
公
民
館
と
し
て
並
存
し
た 

昭
和
２
８
年
９
月 

第
５
９
回
式
年
遷
宮
に
あ
た
っ
て
神
都
公
会
堂
と
神
都
図
書
館
は
解
体
、
跡
地
に
「

 

伊
勢
会
館
」竣
工 

建 

 

坪
４
６
０
坪
（神
都
公
会
堂
建
坪
２
２
１
＋
神
都
図
書
館
１
３
８
＝
３
５
９
坪
） 

     

同
年
１
０
月
３
１
日 

伊
勢
会
館
開
館
・・・市
名
改
称
前
に
伊
勢
と
名
乗
る
だ
ろ
う
か
？ 

昭
和
２
９
年
３
月
３
日
図
書
館
は
伊
勢
市
駅
前
の
観
光
物
産
館
の
付
属
建
物
に
移
転
し
た 

     

同
年
３
月
３
１
日
～
５
月
３
１
日 

「

 

第
５
９
回
式
年
遷
宮
記
念
お
伊
勢
博
覧
会
」開
催 

会
場
は
倉
田
山
と
宇
治
山
田 

 

駅
前
。
伊
勢
会
館
は
主
会
場
（演
芸
館
）と
な
っ
た
。 

昭
和
３
０
年
１
月 

宇
治
山
田
市
が
伊
勢
市
に
改
称 

宇
治
山
田
市
立
図
書
館
が
伊
勢
市
立
図
書
館
に
改
称 
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昭
和
３
３
年
３
月
１
９
日
～
５
月
７
日 

伊
勢
参
宮
博
覧
会
開
催 

倉
田
山
中
心 

昭
和
３
４
年
１
０
月 

神
都
図
書
館
の
建
物
は
一
色
町
昌
久
寺
に
本
堂
と
し
て
再
建
さ
れ
た 

         

同
時
期
頃
に
神
都
公
会
堂
の
建
物
も
南
伊
勢
町
金
剛
山
地
蔵
院
本
堂
と
し
て
再
建
さ
れ
た 

         

昭
和
２
８
年
「

 

伊
勢
会
館
」建
設
前
に
解
体
さ
れ
て
い
る
の
で
、
６
年
間
程
度
、
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
？ 

昭
和
３
７
年
１
１
月
焼
失
し
た
地
蔵
院
の
本
堂
が
再
建
さ
れ
た 

昭
和
４
５
年
６
月
２
８
日 

伊
勢
会
館
解
体
式 

 

写
真
で
は
伊
勢
会
館
の
右
横
に
「

 

神
都
記
念
館
」
の
建
物
が
見
え
る
の
で
伊
勢
会
館
解
体
ま
で
存
在
し
て
い
た
か
？ 

昭
和
４
６
年
７
月
３
１
日 

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
新
築
竣
工
・落
成
、
８
月
２
５
日
開
館
、
現
在
に
至
る 

   

名
古
屋
地
方
専
売
局
宇
治
山
田
出
張
所
の
推
移
（宇
治
山
田
市
史 

Ｐ
．
３
６
７
よ
り
） 

明
治
２
９
年
３
月
、
葉
煙
草
専
売
法
が
公
布 

同
３
０
年
４
月
、
そ
の
官
制
を
定
め
ら
れ
た 

明
治
３
１
年
１
月
、
当
市
常
磐
町
字
河
崎
世
古
に
山
田
葉
煙
草
専
売
所
を
開
庁
し
、
伊
勢
国
の
大
部
、
伊
賀
・志
摩
両
国
に
お 

         

け
る
葉
煙
草
の
検
査
・収
納
・売
渡
等
を
管
掌
す
る
事
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
当
所
の
始
め
で
あ
る
。 
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明
治
３
２
年
５
月
、
山
田
専
売
支
局
と
改
称
。 

明
治
３
５
年
１
１
月
官
制
改
正
に
よ
り
名
古
屋
地
方
専
売
局
山
田
出
張
所
と
改
称
。 

明
治
３
７
年
４
月
、
煙
草
専
売
法
が
公
布
せ
ら
れ
、
煙
草
の
製
造
は
政
府
の
専
属
と
な
る
に
至
り
、
同
年
６
月
、
名
古
屋
葉
煙
草 

         
収
納
所
と
改
称
し
、
所
管
区
域
を
津
市
・安
濃
・
一
志
・飯
南
・志
摩
・南
北
牟
婁
ム
ロ
の
一
市
八
郡
と
な
し
た
。 

明
治
３
８
年
２
月
、
四
日
市
煙
草
製
造
製
造
所
山
田
分
工
場
を
設
置
し
、
刻
キ
ザ
ミ
煙
草
の
製
造
を
開
始
し
た
。 

明
治
３
９
年
１
１
月
、
名
古
屋
煙
草
製
造
製
造
所
山
田
分
工
場
と
改
称
。
同
年
１
２
月
名
古
屋
煙
草
収
納
所
山
田
出
張
所
と 

         

改
称
し
、
名
古
屋
煙
草
製
造
所
山
田
分
工
場
を
併
置
せ
ら
れ
た
。 

明
治
４
０
年
１
０
月
、
専
売
局
名
古
屋
収
納
所
山
田
出
張
所
及
び
専
売
局
名
古
屋
製
造
所
山
田
分
工
場
と
改
称
。
同
時
に
専 

         

売
局
名
古
屋
収
納
所
神
社
出
張
所
が
新
設
せ
ら
れ
、
塩
専
売
事
務
を
取
り
扱
う
事
と
な
っ
た
。 

明
治
４
２
年
４
月
、
専
売
局
名
古
屋
製
造
所
山
田
支
所
と
改
称
。
所
管
区
域
を
宇
治
山
田
市
・度
会
・志
摩
・南
北
牟
婁
の
一 

         

市
四
郡
と
な
し
た
。 

明
治
４
４
年
４
月
山
田
専
売
官
吏
派
出
所
と
な
り
、
所
管
区
域
を
宇
治
山
田
市
・飯
南
・多
気
・度
会
・志
摩
・南
北
牟
婁
の
一 

         

市
七
郡
と
な
し
、
神
社
出
張
所
は
廃
止
せ
ら
れ
た
。 

大
正
２
年
６
月
名
古
屋
専
売
支
局
山
田
出
張
所
と
改
称
し
、
煙
草
・塩
・樟
脳
の
事
務
を
取
り
扱
う
事
と
な
っ
た
。 

大
正
２
年
１
１
月
名
古
屋
専
売
支
局
宇
治
山
田
出
張
所
と
改
称
。 

大
正
１
０
年
７
月
名
古
屋
地
方
専
売
局
宇
治
山
田
出
張
所
と
改
称
さ
れ
る
。
こ
れ
が
現
時
（昭
和
４
年
）
の
名
称
で
あ
る
。 
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３
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町
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ま
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昭
和
４
７
年
慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業
後
、
日
本
ビ
ク
タ
ー

株
式
会
社
勤
務
し
、
レ
コ
ー
ド
、
ビ
デ
オ
デ
イ
ス
ク
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
記
録
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
開
発
に
携
わ
り
、
退
職
後
、
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
を
起
業
、
現
在
に
至
る
。
実
家
の
掛
軸
を
受
け
継
い
だ
こ
と
か
ら
、
そ
の
調
査
を
経
て
、
伊
勢
の
近
代
史
を
研
究
す
る

に
至
っ
た
。 

著
書
、
伊
勢
度
会
近
世
名
軸
図
鑑
、
伊
勢
参
宮
近
世
名
所
図
会
、
御
師
大
研
究
な
ど
の
自
主
製
作
本
は

三
重
県
図
書
館
や
伊
勢
図
書
館
に
収
蔵
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れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
研
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結
果
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ム
ペ
ー
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も
公
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て
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る
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ま 

え 

が 

き 

「市
街
中
央
部
展
望
」絵
葉
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
５
年
３
月
御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
開
催 

神
都
図
書
館 

橋
村
宰
記
は
誰
？ 

考
訂 

度
会
系
図 

拾
弐 

四
門 

橋
村
氏 

古
地
図
か
ら 

位
階
に
つ
い
て 

神
都
図
書
館
に
再
利
用
さ
れ
た
建
物 

橋
村
大
夫
邸
の
平
面
図 

 

橋
村
大
夫
邸
の
大
き
さ 

 

１ ２ ５ ７ ９ 

１
１ 

１
９ 

２
１ 

２
３ 

２
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２
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橋
村
家
墓
所 

 

橋
村
大
夫
名
義
の
旅
館 

明
治
４
年
時
の
橋
村
家 

建
屋
と
玄
関
と
門 

橋
村
邸
の
流
転 

ま
と
め 

年
表
で
み
る
橋
村
邸
の
流
転 

倭
姫
宮
御
建
創
記
念
「神
都
公
会
堂
」 

昭
和
天
皇
御
即
位
御
大
礼
記
念
「神
都
記
念
館
」 

（付
録
）
遷
宮
記
念
館
・名
物
館
・名
勝
館 

あ
と
が
き
・謝
辞 

年
表 
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５
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６
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６
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